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［はじめに］ 

１ 趣  旨 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、所管事務の管理及び

執行状況の点検及び評価等を行うもので、新見市教育委員会は、主要な施策や事務事

業の取組状況についての点検及び評価を行い、課題や取組の方向性を明らかにするこ

とにより、効果的な教育行政の一層の推進を図ることにしております。 

また、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表することにより、市民への説明責任を果たすとともに市民に信頼される教育

行政の推進に資することとします。 

なお、点検・評価の方法や報告書の様式、議会への報告方法などについては、各教

育委員会が実状を踏まえて決定することとなっております。 

 

２ 点検・評価の対象 

□ 平成２９年度新見市教育委員会の運営状況 

□ 教育委員会が管理・執行する事務 

□ 平成２９年度新見市教育行政重点施策の主な事業施策 

 

３ 点検・評価の方法 

・ 点検及び評価は、前年度の施策・事業の進捗状況を総括するとともに、課題や今

後の取組の方向性を示すもので、毎年１回実施するものとします。 

・ 教育委員会において施策・事業の進捗状況等を取りまとめ点検及び評価を行い、

学識経験者の意見を聴取するものとします。 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 
 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
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□ 新見市教育行政における事務の管理及び執行状況の点検・評価の概要 

 

 

［教育委員会の運営状況］ 

教育委員、教育委員会議の開催状況、教育委員会議決案件、教育委員会議以外の活
動状況等について記載 

項         目 内          容 

□1  教育委員 名簿 

□2  教育委員会議の開催状況 定例会・臨時会の開催状況 

□3  教育委員会付議案件 議決事項及び協議・報告事項の状況 

□4  教育委員会議以外の活動状況 研修等への参加及び学校訪問等の状況 

 

［教育委員会が管理執行する事務］ 

平成２９年度教育行政重点施策の基本方針、施策の体系、主要事業の点検・評価等
について記載 

項         目 内          容 

□1  教育行政重点施策の基本方針 基本方針の策定 

□2  規則等の改廃 条例、規則等の制定・改正等 

□3  議会の議決を経るべき議案 条例・予算等の議案 

□4  教育関係予算 教育行政に関する当初及び補正予算 

□5  教育委員会の所管に属する学

校その他の教育機関の設置又

は廃止 

設置又は廃止の状況 

□6  職員の任免に関すること 教育委員会事務局職員の人事異動等の状況 

□7  教科用図書の採択の決定に関

すること 
教科用図書の採択状況 

□8  その他  

 

［教育費決算額］ 

一般会計と教育費の状況、目的・性質別の状況、決算額の推移について記載 

項         目 内          容 

□1  教育費の決算状況  

 

［学識経験者による意見］ 

点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する外部の方々の意

見・助言等を記載 

氏    名 所    属 備  考 

原 田 信 之 新見公立大学 教授  

今 田 一 成 元中学校長  
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□ 点検・評価シートの作成 

 

 

１ 点検・評価項目 

教育行政における教育委員会の活動状況、管理執行する事務及び重点目標に掲げた主要施

策について記載し、点検・評価します。 

 

２ 目  標 

点検・評価項目ごとにその必要性や意図・ねらいなどを記載します。 

 

３ 事業内容（概要） 

点検・評価項目の事務事業及び施策について、その内容（概要）を記載します。第三者か

らみて内容が理解できる文章でまとめます。 

 

４ 取組状況 

点検・評価項目の事務事業及び施策について、目標を達成するための具体的な取り組み状

況を記載します。 

 

５ 成  果 

実施した結果に基づく成果について、目標と照らしながら具体的に記載します。 

 

６ 評  価 

目標に対する達成度や効果等についての自己評価を記載します。 

Ａ：十分達成できた  Ｂ：概ね達成できた  Ｃ：やや不十分である 

Ｄ：不十分である 

 

７ 課題・方向性 

今後の課題・改善点及び方向性等について記載します。箇条書きにするなど工夫をし、分

かりやすくまとめます。 

 

８ 総  括 

小分類ごとの評価結果を、総括的な視点からその達成度や効果等について記載します。 

 

９ 学識経験者による意見及び総合評価 

学識経験者の意見・評価について記載します。 
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［教育委員会の運営状況］ 

 

１ 教育委員 

職   名 氏     名 就 任 年 月 日 現     任     期 

委 員 長 小 野 貴美江 平成27年 5月21日 平成27年 5月21日 ～ 平成 31年 5月 20日 

委 員 長
職務代理者 

安 達 友 恆 平成25年 5月21日 平成25年 5月21日 ～ 平成 29年 5月 20日 

委   員  田   徹 平成26年 7月 1日 平成 26年 7月 1日 ～ 平成 30年 6月 30日 

委   員 住 本 克 彦 平成28年 7月 1日 平成 28年 7月 1日 ～ 平成 32年 6月 30日 

教 育 長 中 田 省 吾 平成25年 5月21日 平成25年 5月21日 ～ 平成 29年 5月 20日 

（平成２９年 ４ 月 １ 日 現在） 

 

２ 教育委員会議の開催状況 

 

教育委員会 定例会 １２回 

教育委員会 臨時会 ０回 
 

期   日 区 分 議   案 協議・報告事項 そ の 他 備    考 

 ４月１３日（木） 定例会 ０ ３ ０  

 ５月１８日（木） 定例会 １ ５ ０  

 ６月 ８日（木） 定例会 ０ ７ ０  

 ７月 ６日（木） 定例会 ３ ７ ０  

 ８月 ４日（金） 定例会 ２ ４ ０  

 ９月２１日（木） 定例会 ３ ５ ０  

１０月 ５日（木） 定例会 ２ ４ ０  

１１月 ２日（木） 定例会 ２ ６ ０  

１２月１４日（木） 定例会 ０ ３ ０  

 １月１８日（木） 定例会 ４ ２ ０  

 ２月１６日（木） 定例会 １１ １ ０  

 ３月１６日（木） 定例会 ４ ４ ０  

計 １２回 ３２ ５１ ０  
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３ 教育委員会付議案件 

〔議決事項〕 

期  日 区 分 案       件 

 ４月１３日 定例会 議案なし 

 ５月１８日 定例会 平成２９年度新見市教育行政の重点目標について 

 ６月 ８日 定例会 議案なし 

 ７月 ６日 定例会 指定学校変更の申請の承認について 

平成２９年度要保護・準要保護児童生徒就学援助の承認について 

新見市公立学校教職員の人事評価制度に係る苦情相談及び苦情処理に関する

要綱の一部改正について 

 ８月 ４日 定例会 指定学校変更申請の承認について 

新見市立中央図書館来館者が利用する市街地循環バスの運賃補助金交付要綱

の制定について 

 ９月２１日 定例会 平成２９年度要保護・準要保護児童生徒就学援助の承認について 

指定学校変更申請の承認について 

新見市立幼稚園保育料減免に関する規則の一部を改正する規則について 

１０月 ５日 定例会 平成２９年度末校長・教員等人事異動方針及び人事異動実施要綱の承認につ 

いて 

指定学校変更申請の承認について 

１１月 ２日 定例会 平成２９年度要保護・準要保護児童生徒就学援助の承認について 

指定学校変更申請の承認について 

１２月１４日 定例会 議案なし 

１月１８日 定例会 新見市きらめき広場・哲西条例の一部を改正する条例について 

新見市立学校管理規則の一部を改正する規則について 

新見市市費負担教員の任用等に関する規則の一部を改正する規則について 

新見市立幼稚園条例の一部を改正する条例について 

２月１５日 

 

定例会 

 

指定学校変更申請の承認について 

新見市立学校管理規則の一部を改正する規則について 

新見市立学校職員服務規程の一部改正について 

新見市立幼稚園園則の一部を改正する園則について 

新見市立幼稚園及び認定こども園預かり保育に関する要綱の一部改正につい

て 

新見市放課後児童健全育成事業実施要綱の一部改正について 

新見市放課後児童健全育成事業費補助金取扱要領の一部改正について 

新見市公民館条例の一部を改正する条例について 

新見市立哲西図書館規則の一部を改正する規則について 

新見文化交流館・生涯学習センター条例の一部を改正する条例について 

新見市立学校職員旧姓使用取扱要綱の一部改正について 
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期  日 区 分 案       件 

３月１２日 定例会 平成２９年度末教職員人事異動の内申について 

新見市出土文化財管理要綱の一部改正について 

新見市スポーツ推進委員の選任について 

新見市教育委員会事務局組織及び事務分掌規則の一部を改正する規則につい

て 
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〔協議・報告事項〕 

期  日 区 分 案       件 

 ４月１３日 定例会 平成２９年度学校訪問について 

公立小学校・中学校及び教育関係職員の人事異動について 

今後の学校教育の取り組みについて 

 ５月１８日 定例会 平成２９年度学事訪問について 

高梁・新見地区教科用図書採択市教育委員会協議会委員の選出について 

平成２９年度にいみ塩から子育成事業について 

新見市小中一貫教育について 

コミュニティ・スクールの配置について 

 ６月 ８日 定例会 平成２９年度高梁・新見地区教科用図書採択市教育委員会協議会委員の交代

について 

平成２９年度戦没者追悼式の共催について 

小・中学校おける「働き方改革」について 

新見市小中一貫英語教育について 

絵画教室の開催について 

新見市青少年育成センター運営協議会委員の委嘱について  

新見市青少年育成センター非常勤青少年育成員の委嘱について 

 ７月 ６日 定例会 教科書採択結果の承認に係る臨時教育委員会の開催について 

新見市文化財保護審議会委員の委嘱について 

第１４回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会ポスターデザイン

原画の募集について 

学事訪問の報告について 

「学校現場の働き方改革」教育長メッセージについて 

新見文化交流館自主企画事業「清水ミチコ＆チキチキジョニー ライブｉｎ

新見」の開催について 

新見市立中央図書館シンボルマークの選定について 

 ８月 ４日 定例会 平成３０年度使用小学校「特別の教科 道徳」用図書採択の承認について 

第５２回全日本大学男子ソフトボール選手権大会の開催について 

第５０回日本女子ソフトボールリーグ第７節岡山大会の開催について 

新見市立中央図書館シンボルマークの決定について 

９月２１日 定例会 平成２９年度新見市特別支援教育支援委員の委嘱について 

教育に関する事務の管理及び執行の点検及び評価報告書について 

平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果について 

ラジオ体操講習会～ラジオ体操で健康な街づくり！～の開催について 

第１３回新見市民スポーツ祭の開催について 
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期  日 区 分 案       件 

１０月 ５日 定例会 教育に関する事務の管理及び執行の点検及び評価報告書について 

秋期学校訪問について 

「第６５回新見市駅伝競走大会」の開催について 

教職員の働き方改革について 

１１月 ２日 定例会 小学校新学習指導要領の先行実施について 

第４１回新見市新春ロードレース大会について 

平成２９年度新見市スポーツ文化振興基金事業陸上講習会について 

第３１回新見市スポーツ少年団交歓交流大会について 

第１４回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会ボランティアスタ

ッフの公募について 

平成２９年度新見市成人式について 

１２月１４日 定例会 公立学校教職員への行政措置について 

新見市立哲西図書館の指定管理者の指定について 

新見市神郷神楽の館の指定管理者の指定について 

 １月１８日 定例会 平成２９年度卒業（園）式への教育委員の出席について 

平成３０年度入学式への教育委員の出席について 

 ２月１５日 定例会 平成２９年度新見市特別支援教育支援委員会の就学指導結果について 

 ３月１２日 定例会 新学校給食センター建設候補地について 

これからの新見市ＩＣＴ活用教育推進事業について 

これからのにいみ塩から子育成事業について 

平成３０年度一般会計当初予算について 
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４ 教育委員会議以外の活動状況 

□会議・総会・研修会 

 期  日 行     事     等 開 催 場 所 等 

 29. 4.19 都市教育委員会教育長協議会第１回定例会  津山市役所 

 29. 5. 8 市町村教育委員会教育長等人権教育連絡会 岡山県総合教育センター 

 29. 5.18 

    ～19 

第６９回全国都市教育長協議会定期総会並び

に研究大会なら大会 

なら１００年開館 

29. 7.11 市町村教育委員会連絡協議会総会 くらしき健康福祉プラザ 

 29. 7.20 

～21 

第１１回中国地区市町村教育委員会連合会研

修大会 

東広島芸術文化ホールくらら 

 29. 7.21 都市教育委員会教育長協議会臨時会 サンピーチ岡山 

 29. 7.28 ７月期教育長連絡会議 ピュアリティまきび 

 29.10.17 都市教育委員会教育長協議会第２回定例会 瀬戸内市保健福祉センター 

 29.10.16 県・市町村教育長意見交換会 岡山県庁 

 29.10.31 １０月期教育長連絡会議 ピュアリティまきび 

 29.10.19 

～20 

中国地区都市教育委員会定期総会並びに研究

協議会 

サンラポーむらくも 

 29.11. 7 市町村教育委員会連絡協議会研修会 ライフパーク倉敷 

 30. 1.24 都市教育委員会教育長協議会第３回定例会 赤磐市立中央図書館 

 30. 1.30 

    ～31 

都市教育委員会教育長協議会教育行政視察 

 

・福岡県飯塚市 

・福岡市立博物館 

 

□学事訪問・表敬訪問 

 期  日 行   事   等 訪    問    先 

 29. 5.24 学事訪問 野馳小学校・哲西中学校・矢神小学校 

 29. 5.25   〃 井倉小学校・新見南小学校 

 29. 5.29 表敬訪問 萬歳小学校・本郷小学校・草間台小学校 

 29. 5.30   〃 西方小学校・上市小学校・千屋小学校 

 29. 6. 1 学事訪問 塩城小学校・新見第一中学校 

 

□秋期学校訪問 

 期  日 行   事   等 訪    問    先 

 29.10.11 秋期学校訪問 本郷小学校 

 29.10.19   〃 刑部小学校 

 29.11. 1   〃 高尾小学校 

 29.11. 9   〃 新見南中学校 

 29.11.10   〃 神郷北小学校・哲多中学校 

 29.11.17   〃 大佐中学校 

 29.12. 7   〃 神代小学校 

 30. 2. 5   〃 思誠小学校 
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□入学式 

 期  日 行   事   等 開 催 場 所 等 

 29. 4. 7 入学式 新見第一中学校・新見南中学校・大佐中学校・哲多中学

校・哲西中学校 

 29. 4.10  〃 思誠小学校・井倉小学校・塩城小学校・西方小学校・刑

部小学校・神代小学校・萬歳小学校・矢神小学校 

 

□卒業式 

 期  日 行   事   等 開 催 場 所 等 

 30. 3.13 卒業式 新見第一中学校・新見南中学校・大佐中学校・哲多中学

校・哲西中学校 

 30. 3.20  〃 思誠小学校・西方小学校・本郷小学校・萬歳小学校・新

砥小学校 

 30. 3.22  〃 高尾小学校・新見南小学校・井倉小学校・草間台小学校・

塩城小学校・千屋小学校・神代小学校・野馳小学校 

 30. 3.23  〃 上市小学校・刑部小学校・神郷北小学校・矢神小学校 

 

□視察研修 

 期  日 行   事   等 訪 問 先 

 29.11. 9 不登校児童・生徒への支援先進

地視察研修 

（兵庫県朝来市） 

・兵庫県立 但馬やまびこの郷 

・生野銀山 

 

□その他 

 期  日 行   事   等 開 催 場 所 ・ 訪 問 先 等 

 29. 4. 3 辞令交付式 まなび広場にいみ 

 29. 5.30 新見市官公庁等連絡協議会総

会 

新見市移住交流センター 

 29. 9.30 東京新見会総会 アルカディア市ヶ谷 
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［教育委員会が管理執行する事務］ 

 

 

新 見 市 教 育 行 政 基 本 方 針 

 

今日、少子高齢化、国際化、情報化と急速に社会環境が変化している中で、教

育の果たす役割が一層重要となり、大きな期待が寄せられています。こうした変

化に適切に対応し、生涯にわたって心豊かで活力に満ちた人づくり、まちづくり

が重要な課題となり、それを支える意欲と実践力を備えた人材の育成が強く求め

られています。 

 そこで、新見市教育委員会では「第２次新見市総合振興計画」及び「新見市教

育大綱」等に基づき、「ゆたかな文化のまち」の創造をめざして、人間尊重の精

神を基本とし、学校教育・家庭教育・生涯学習の充実、スポーツ・文化の振興な

ど生涯学習社会の実現に努めます。 

 特に、学校教育においては「郷土を愛する心」、「確かな学力」、「豊かな心」、

「健やかな体」の育成を教育の重要な柱ととらえ、子ども一人一人を大切にした

教育を推進し、基礎・基本の確かな学力の定着を図るとともに、豊かな人間性や

社会性を育むとともに、何事にも積極的で主体性がある、「ふるさとを愛し、世

界で活躍するたくましい子ども」（塩から子）の育成に努めます。 

 また、小中一貫英語教育やＩＣＴ教育を継続的に推進し、世界に羽ばたいてい

ける子どもの育成をめざします。さらには、「学び愛のまち にいみ」プロジェ

クトや学校支援地域本部事業を積極的に推進し、学校・家庭・地域社会が一体と

なって開かれた学校づくりに努めます。そして、「にいみ塩から子育成事業」等、

様々な体験活動の機会を充実させ、地域と協働で子どもを育てる機運を醸成する

中で、全ての小・中学校にコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を導

入し、地域に根ざした教育を推進します。 

諸施策の実施に当たっては、教育関係団体、関係機関との連携を密にするとと

もに、広く市民の理解と協力を得て積極的に推進します。  

  

 
 



施策の体系

基本
理念

基本
目標

基 本 施 策 施策（大分類） 施策（小分類）

道徳教育の展開

教育相談体制の充実

学校教育の推進
スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー
カー、生徒指導巡回員の配置

適応指導教室「新生塾」の活用

教育環境の整備充実 施設設備の整備充実と適正管理

学校安全体制整備事業の推進

施設の安全点検の実施

新たな三学期制の導入による、より充実した教育活
動の展開

「わかる授業」で基礎・基本の確実な指導

多様な指導体制・指導方法の工夫・改善

学力・学習状況調査を生かした指導の改善

小中一貫英語教育、国際理解教育の推進

新見市ＩＣＴ教育の推進と充実

「ふるさと学習」など特色ある教育活動の展開

職場体験学習の充実による進路指導

特別支援教育指導体制の充実

特別支援教育コーディネーターによる校内体制の充
実

特別支援教育支援委員会による適正な就学指導

支援員配置による指導の充実

巡回相談事業の展開

教職員の人権感覚の高揚と体験的な研修の推進

児童生徒の人権に関する感覚の高揚と知識の習得

教職員研修の充実

社会教育との連携による、保護者への啓発活動の促
進

心の教育の推進

ゆ
た
か
な
文
化
の
ま
ち

い
に
し
え
と
未
来
　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
　
心
ゆ
た
か
な
ま
ち

安全管理

確かな学び、豊かな
学び

特色ある学校づくり
の推進

特別支援教育の推進

人権教育の充実
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基本
理念

基本
目標

基 本 施 策 施策（大分類） 施策（小分類）

基礎的な体力・運動能力の向上

学校教育の推進 児童生徒の事故防止と安全指導の徹底

家庭との連携による生活習慣の改善

薬物乱用防止・喫煙防止、感染症予防等の教育の充
実

健全な食習慣を身につけるための食育の推進

衛生管理の徹底

地産地消の推進

保・幼・小の連携による特色ある就学前教育の推進

障がい児の指導体制の充実

学校評価等の充実と地域の連携

関係機関が一体となった安全体制づくり

学校再編の推進
廃校舎の有効活用による地域活性化の推進と財産の
整理

生涯学習情報提供による人づくり・まちづくり

生涯学習の推進
光ファイバ網を活用した情報提供による学習機会の
充実

生涯学習関連施設の整備による事業内容の充実と利
用の促進

学習・交流機会の充実による家庭教育力の向上

地域の子どもは地域で育てる環境づくり

学校外での生活・活動体験を支援し、学社融合の推
進

青少年育成センターとの連携による良好な社会環境
づくり

子どもの読書活動の積極的支援

人権啓発講演会など、人権学習機会の充実

人権教育推進委員による指導者の養成

開かれた学校づくり
と地域との連携

生涯学習の振興

い
に
し
え
と
未
来
　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
　
心
ゆ
た
か
な
ま
ち

ゆ
た
か
な
文
化
の
ま
ち

学校体育・健康教育
の充実

学校給食を通しての
食育の充実

社会教育の充実

人権教育の推進

就学前教育の充実
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基本
理念

基本
目標

基 本 施 策 施策（大分類） 施策（小分類）

スポーツ推進計画の具体化

生涯スポーツ・レクリ
エーションの推進 スポーツ推進委員の活動支援

スポーツ実施率の向上に向けた環境整備

ソフトボールのまちづくり

全国大会等出場者に対しての激励

各種スポーツ活動との連携推進

指導者（スポーツリーダー）の育成、確保

各地域の体育施設の有効利用

防災公園の有効活用

既存の社会体育施設の整備・管理

芸術文化サークル等の育成を図り、市民の創作意欲
の高揚

芸術・文化の振興と文
化財の保護・保存 新見文化交流館を中心とした芸術鑑賞機会の創出

芸術文化活動の普及及び市民の文化意識の高揚

美術館等の施設充実と利用促進

地域の伝統文化の保存・継承活動の支援

まちづくりを目指した新たな地域文化の創造

郷土の歴史・文化財の調査・研究活動による資料の
収集整理

文化財の保護保存活動とともに郷土愛を育む活動の
推進

新たな文化財の掘り起こしの推進

開発と文化財保護との調和

注）　太字は、主な事業施策を示す。

い
に
し
え
と
未
来
　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
　
心
ゆ
た
か
な
ま
ち

ゆ
た
か
な
文
化
の
ま
ち

生涯スポーツ・レク
リエーション活動の
振興

スポーツの拠点づく
り

文化財の保護・活
用・普及活動

各種スポーツ活動と
の連携推進

芸術・文化活動の振
興

スポーツ施設の有効
利用
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主要事業の点検評価 
 

評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 心の教育の推進 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□道徳教育の展開 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

小・中学校に対して、学校訪

問等を行い、道徳の授業を参観

し、授業について研修を実施す

る。 

また、「特別な教科 道徳」の実

施に向けて研修を行う。 

小・中学校に道徳推進教師を置

き、道徳教育指導計画を整備し、

道徳教育を推進した。 

「特別な教科 道徳」の実施に

向け、新学習指導要領の内容を周

知し、教育課程に係る説明会及び

校内研修等で授業研究を行った。 

Ｂ 

新学習指導要領に関する研修

を実施し、「特別な教科 道徳」

について周知できたが、授業研

究、評価に係る研修は、十分とは

言えない。引き続き、教員研修を

行うとともに、地域や保護者へ積

極的に授業公開することで、心の

教育の重要性についての理解を

図る必要がある。 

□教育相談体制の充

実 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

単独市費により、新見市教育

相談室を設置して、教育相談員

による学校不適応、特別支援教

育関係等の相談を保護者や教職

員に対して実施する。 

毎週月曜日に「新生塾」を利用

して電話、来所による相談を行っ

た。（相談員 １名） 

幼稚園、小・中学校の教員、保

護者からの相談を合わせ、平成２

９年度は年間２４６件の相談が

あった。 

Ａ 

 

多くの児童、生徒、保護者から

相談を受けており、時間の確保が

困難な状況にある。相談員の増員

等を考えていく必要がある。 

相談により、不登校の未然防止

につながった事例、不登校の児童

生徒が再登校できるようになっ

た事例があり、不登校数の減少に

つながった。 

□スクールカウンセ

ラー、スクールソー

シャルワーカーの

配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

不登校児童生徒等の対策とし

て、全５中学校、２小学校にス

クールカウンセラーを配置す

る。 

希望のある学校に対して、ス

クールソーシャルワーカーを派

遣する。 

 

２中学校、２小学校で週１回４

時間、３中学校で２週に１回４時

間、スク－ルカウンセラ－による

生徒への指導を行った。 

２中学校、５小学校へスクール

ソーシャルワーカーを派遣し、児

童、生徒及び保護者への指導・支

援を行った。 

福祉部、児童相談所との定期的

な情報交換を実施した。 

Ａ 

スクールカウンセラー、スクー

ルソーシャルワーカーが、直接生

徒や保護者に働きかけることで、

不登校の生徒が登校できるよう

になってきている。 

不登校に陥らないために、保健

室等で教育相談や生活指導を行

い、心の安定を図るとともに集団

生活へ復帰するためのつながり

を確保することもできている。 

家庭への働きかけについては、

福祉部等との連携をさらに図る

ことで、指導・支援を強化する必

要がある。 

□適応指導教室「新

生塾」の活用 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

不登校児童・生徒を支援する

ための「新生塾」を設置してお

り、塾に入級した不登校傾向に

ある児童生徒の個別支援を行

う。 

平成２９年度は小学生１名、中

学生８名の児童生徒が入級して

おり、塾内において、学習やパソ

コン、教育相談等の対応を行っ

た。 

Ｂ 

不登校傾向にある児童生徒と

社会とのつながりを絶たないう

えでも、適応指導教室への通級を

継続する意義は大きく、児童生徒

の再登校や高校進学につなぐこ

とができた。 

入塾していても教室に来られ

ない、来ても長時間過ごせない児

童生徒がおり、教室での過ごし方

等について検討していく必要が

ある。 

 総 括 

不登校の問題に対しては、適応指導教室「新生塾」、新見市教育相談事業、スクールカウンセラー配置事業、スクールソーシャルワ

ーカー活用連携事業、新見市不登校相談員事業等、様々な取組や対応により、未然防止及び解消に努めた。また、「新見市不登校対策

会議」を開催し、関係機関と学校が連携して対応できるようになった。 

新見市教育相談員による保護者等の相談が非常に多く、相談時間の確保が困難な状況である。今後、相談員を増やすなど、相談体制

の改善、強化を図りたい。また、不登校生徒等の課題が多い中学校へ不登校対策非常勤講師の配置や小学校長期欠席・不登校対策事業

を活用し、登校支援員を配置して小学校段階から不登校の未然防止を進めていきたい。 

小・中学校「特別な教科 道徳」の実施に向けて、指導の目標、指導内容及び評価について新教育課程に係る研修を行った。今後も

授業力向上に向けて研修を続け、考え議論する道徳授業を通して、児童生徒の道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の育成を目指す。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 教育環境の整備充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□施設設備の整備充   

実と適正管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育総務課） 

児童生徒の健康を守り、快適な

学校生活をおくるため、教育環境

（空調設置）の整備を行う。 

また、小学校、中学校の施設の

破損箇所や老朽箇所の修繕等を

行い、学習環境の改善及び施設の

長寿命化を図る。 

新見南・井倉・本郷小学校空調設

備設置工事 

思誠小学校空調設備設置工事 

上市・高尾・西方小学校空調設備

設置工事 

新見南・大佐・新見第一中学校空

調設備設置工事 

西方小学校屋上機械架台等防水

工事他１９件 

哲多中学校室内空調機取替え工

事他１２件 

Ｂ 

 

国の補助事業を活用し、小・中

学校１０校の空調設備設置工事

を完了することが出来た。 

また、平成２９年度も学校から

の修繕要望等のヒアリングを行

い、緊急性や必要性の高いものを

リストアップしたため、効果的に

修繕できた。 

今後も施設維持のため、学校と

連携をとりながら修繕を行うこ

ととする。 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

総 括 

 計画していた学校の空調設備設置工事については、完了することができた。 

施設の営繕については、校長のヒアリングの中から緊急性や必要性の高いものを多数実施した。 

建物の老朽化が進んできているため、今後も学校と連携し、施設の適正な維持管理に努めていく。 

事務事業は全体的に概ね適正に実施できている。 
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 評

価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 安全管理 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□学校安全体制整

備事業の推進 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

全ての幼稚園・認定こども園、

小・中学校において危機管理マニ

ュアルを作成し、災害時等の対応

についての周知と徹底を図る。 

 

小学校では、地域ボランティア

の協力による、登下校時の児童生

徒の安全確保を行う。 

 

小・中学校の通学路の安全確保

を図るために、定期的な通学路の

安全点検を実施し、通学路安全マ

ップを作成する。 

 

 

全ての幼稚園・認定こども園、

小・中学校において、年３回の防

犯訓練（火災対応、地震対応、不

審者対応）を実施し、実際の災害

の場面を想定した、具体的な訓練

を実施した。 

また、小学校では保護者への引

き渡し訓練を、小・中学校では緊

急地震速報音を活用した避難訓

練を全ての学校で実施した。 

全ての小学校で、地域ボランテ

ィアや保護者、教職員等により、

登下校時の定期的な見守り活動

を実施した。 

全ての小・中学校で「通学路安

全マップ」を作成し、危険箇所等

の状況について把握した。 

全ての小・中学校で、通学路点

検を実施し、危険箇所や改善の必

要な箇所について教育委員会、警

察、道路管理者と連携し改善を図

った。 

 

Ａ 

全ての幼稚園・認定こども園、

小・中学校で危機管理マニュア

ル、年間指導計画を作成し、防災

訓練を実施した。実施において

は、緊急地震速報音や起震車を活

用した防災訓練を行うなど、実際

の災害を想定した訓練が多くな

され、幼児児童生徒の防災意識

と、災害への対応力が高められ

た。 

緊急地震速報音を活用した避

難訓練を全ての小・中学校で実施

することができた。また、保護者

等への引き渡し訓練を全ての小

学校で実施し、防災意識と災害へ

の対応力を高めることができた。 

通学路の安全確保については、

小学校では、見守り隊など地域の

協力を得ながら、積極的に行われ

ている。 

また、意見交換会を開き、登下

校の様子や通学路の状況、地域の

危険場所等について、地域ボラン

ティアから具体的な情報を得て

おり、日頃の安全指導に生かされ

ている。そして、通学路の安全点

検を受け、道路管理者による修繕

が計画的に進められている。 

 

□施設の安全点検

の実施 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

毎月１回の安全点検を徹底し、

校舎内外の施設等の安全確保を

行う。 

 

 

 

全ての幼稚園・認定こども園、

小・中学校で安全点検取組状況調

査を実施した。 

また、学事訪問、指導訪問での

安全点検簿の確認と調査を行っ

た。 
Ａ 

全ての幼稚園・認定こども園、

小・中学校で安全点検簿を作成

し、毎月１回の安全点検、結果を

受けての対応が行われており、安

全管理の徹底がなされている。 

 

   

 

 

 総 括 

 危機管理マニュアルは、全ての幼稚園・認定こども園、小・中学校で整備され、年間指導計画に基づき、具体的な災害を想定した防

災訓練が実施されている。 

特に、告知放送や緊急地震速報音を活用した防災訓練、災害時の保護者への幼児児童の引き渡し訓練等も行われ、児童生徒、教職員

の防災意識が向上しているとともに、学校、保護者、地域、警察、消防署、教育委員会との連携が強まっている。 

登下校時の安全確保については、特に、小学校においては見守り隊の活動も活発で、児童との交流も盛んに行われている。 

通学路の環境整備、安全確保について、学校、PTA、警察、道路管理者、教育委員会が連携し、新見市通学路交通安全プログラムに

基づき、新見市通学路安全推進会議を開催して通学路の安全性の向上を図っている。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 確かな学び、豊かな学び 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□新たな三学期制

の導入による、よ

り充実した教育活

動の展開 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

 平成２１年度から取り組んで

いる二学期制の検証結果を基に、

新たな三学期制を導入し、より充

実した教育活動につなげる。 

 二学期制検討委員会の提言及

び市内の全幼稚園、小・中学校の

教職員と保護者へのアンケート

結果を踏まえて、平成２７年度か

ら新たな三学期制に移行し、3年

が経過した。大きな教育課程のト

ラブルも発生していない。 

長期休業日のあり方を見直し、

新たな三学期制として学力向上

や体験活動の充実に取り組むこ

とができた。 

Ｂ 

平成２９年度は、新たな三学期

制移行の３年目であり、移行への

戸惑いの声はほとんどない。 

どの学校も十分な授業確保が

でき、夏季休業の短縮は２学期ス

タートの余裕につながっている。

反面、行事の実施時期や成績等の

事務処理、夏期の研修実施、休暇

取得等にまだ工夫・改善が必要な

部分がある。 

引き続き、新たな三学期制のメ

リットを活かした特色ある学校

づくりの成果を検証していく必

要がある。 

□「わかる授業」で

基礎・基本の確実

な指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

 「岡山型学習指導のスタンダー

ド」に基づいた指導法の工夫を行

い、指導方法の改善を図る。 

 放課後等の補充学習に加え、

「学び愛のまちプロジェクト」を

実施し、地域学習サポーターを活

用することで、基礎・基本の定着

を図る。 

  

県から示されている「岡山型学

習指導のスタンダード」に基づい

た学習指導の流れを各小中学校

で実践し、めあて、児童生徒の活

動、まとめと振り返りを大切にし

た教科指導法の研究を進め、校内

研究の内容を充実させる。 

中学校での週１回の部活のな

い日を設定しての放課後学習等

の取組により、個々の課題に応じ

た基礎・基本の定着が図れる工夫

をした。 

また、地域人材を活用し、学校

での学習サポートを受ける機会

を設けている。（小学校－月１回、

中学校－長期休業中３日程度） 

Ａ 

「岡山型学習指導のスタンダ

ード」を小・中学校とも共通して

実践することで、校内研究が充実

し、指導や授業改善に努めること

ができた。 

学習規律の確立をめざした取

組等により、「落ち着いた学習」

が展開でき、児童生徒の学習内容

の習得が図られた。 

地域の教育力を活用した取組

として、基礎的な学力の定着に向

けた取組が行われており、今後も

継続することで学力の向上が図

れるのではないかと考える。 

 

□ 多 様 な 指 導 体

制・指導方法の工

夫・改善 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

 少人数指導による個別指導の

学習を行う。 

 ティームティーチングによる

きめ細かな指導を行う。 

 （習熟度別の指導） 

 

 支援員を活用した個別の支

援・指導を行う。 

ＩＣＴ機器を取り入れた教育

に取り組み、授業での効果的な活

用を実施する。 

思誠小学校では、算数の時間に

複数の教師により、学習室などを

利用して１学級を２グループに

分け、より個に応じた指導ができ

るようにした。 

 

学習や生活の困り感があり、個

別の支援が必要な児童生徒に対

して支援員を配置し、指導の充実

を図っている。 

各学校ともＩＣＴ機器の有効

な活用を研究し、授業での利活用

ができている。 

Ａ 

 習熟度別指導を実施すること

で、児童生徒一人一人の学びの意

欲を大切にした授業が実践でき

た。 

きめ細かな指導や支援、ＩＣＴ

機器の活用は、児童生徒の学習意

欲の喚起と学習内容の定着に結

びついている。 

今後も、各学校で授業改善を推

進し、児童生徒一人一人の学力向

上に向けて課題を明確にした取

組となるようにする。 

総 括 

平成２７年度から長期休業日の見直しを含めた新たな三学期制に移行している。３年目で、大きな問題もなくスムーズな運営ができ

ている。今後も新たな三学期制のメリットを活かした授業や体験活動の充実を図り、特色ある学校づくりに取り組んで行く予定である。        

人的配置による授業改善だけでなく、各校では、学力向上に向け、まず学習の流れとして「岡山型学習指導のスタンダード」を徹底

し、めあてとまとめ・振り返りを中心にした校内研修を計画的・組織的に行うことで、教職員の資質の向上が図られ、学力向上に向け

た取組が積極的に行われている。 

今後も、ＩＣＴ機器の環境整備、支援を必要とする児童生徒への人的支援を計画的に行うことで、各学校での取組を支援していく。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 確かな学び、豊かな学び 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□学力・学習状況調査を生かした指導の改善    

1) 岡山県、並び

に、全国学

力・学習状況

調査結果の

分析 

 

 

（学校教育課） 

岡山県、全国学力・学習状況調査

及び新見市標準学力調査を実施

し、市町村、中学校区、各学校に

おいて、結果分析をし、改善策を

まとめる。 

 

全ての小・中学校で調査結果デ

－タの分析を実施し、自校の学力

状況や傾向をもとに、課題を把握

し、全職員で共有することによ

り、学年や学校全体で対策に取り

組むことができるようにした。 

Ａ 

教育委員会、校長会等で結果に

ついての分析を公表し、各校とも

児童生徒の課題を把握すること

ができた。 

保護者には、懇談会や学校だよ

り等により、学力や学習状況の課

題や成果、今後の取組について伝

え、協力を得られるようにした。 

2)授業改善プラ

ンの作成 

 

 

（学校教育課） 

岡山県、全国学力・学習状況調

査の結果を受け、各学校とも児童

生徒の実態の分析、授業改善の方

法等についてまとめ、教育委員会

に提出する。 

各校で授業改善プランを作成

し、調査結果を分析するととも

に、指導改善に役立てた。 

各校の改善プランについて県

教委へ報告を行った。 

 

Ａ 

一人ひとりの学力の向上を図

るために、各学校や中学校区単位

で計画的に改善に努めた。 

取組については、現状と課題の

分析により、組織としてのプラン

の検討や作成ができた。 

3)学力向上担当

者研修会の実

施 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

小・中学校の学力向上担当者を

対象として、学力向上についての

研修会を実施する。 

また、確かな学力の育成のため

の研修を行う。 

本市の児童生徒の学力・学習状

況調査の結果を分析し、成果と課

題について考察した。具体的な改

善策として、授業改善、家庭学習

の充実を図り、学力向上に努め

た。 

県外先進校視察の報告から、有

効な事例について研修を行った。   

また、学力向上に結びつくよう

な手立てとして、小中で連携した

授業改善、家庭学習の充実につい

て研修も行った。 

Ａ 

各校の学力向上担当者による

研修を実施することで、学校全体

また、中学校区の小中連携した改

善に取組むための視点を示すこ

とができた。 

また、授業力向上に結びつくよ

うな具体的な指導について、研修

を行ったことで、課題意識の向上

を図ることができた。 

4)授業改革協力

員の任命と研

究会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

授業改革協力員を任命し、授業

改善の研究を推進する。 

他の学校にも公開し、研究授業

や研究協議を行い、児童生徒の学

力向上と教員の資質の向上を図

る。 

また、新見市ＩＣＴ活用推進事

業を実施し、ＩＣＴ活用による授

業改善を推進する。 

 

授業改革協力員を小学校から

１名任命し、授業研修会を開催す

ることで、市内の教員の研修の場

としている。 

また、ＩＣＴ機器を効果的に活

用した授業改善を進め、授業研究

会や校内研修を通して具体的な

改善を図った。 

Ａ 

授業改革協力員の学校を拠点

とした授業実践が行われ、今後の

授業改善の取組への参考となっ

た。 

ＩＣＴ環境は小中で異なるが、

ＩＣＴの視覚的効果を学習過程

で有効に使い、理解に役立てる取

組が各学校で行われた。特に中学

校では生徒一人１台のｉＰａｄ

を貸与し、授業で活用を進めてい

る。 

5)指導訪問の実

施 

 

 

 

（学校教育課） 

学校教育課指導係で校内研究

支援事業及び要請訪問で、各学校

に指導訪問し、授業力向上をめざ

す。 

 

 

小・中学校を訪問することによ

り、授業視察、並びに指導助言を

行った。 

Ｂ 

各学校の校内研修で、分かりや

すい授業、「主体的・対話的で深

い学び」をめざし、研究が深まっ

た。 

また、ＩＣＴ機器の活用が図ら

れてきた。 

総 括 

岡山県、全国学力・学習状況調査及び新見市標準学力調査の結果に基づいた改善プランを全学校が作成し、学力の向上、望ましい生

活習慣の確立に向け、積極的な取組を行った。また、校内研修、授業研究会等を通して、各学校の実態に即した授業改善を行ったり、

岡山型学習指導のスタンダードに沿った授業づくりの指導を行ったりした。児童生徒一人一人の学力を確実に定着させるためには小・

中学校の教員の資質の向上が今後とも必要不可欠である。 

中学校では、機器利用からＩＣＴ機器を活用した学び合いの授業づくりへと教育研究が推進されている。小学校でのＩＣＴ環境の整

備を積極的に行うことで、授業改善を図り、確かな学び、豊かな学びを具現化していきたい。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 確かな学び、豊かな学び 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□小中一貫英語教

育、外国語教育の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

英語による実践的なコミュニ

ケーション能力を身につけた児

童生徒を育成するために、市内の

全小・中学校に外国語指導助手

（ＡＬＴ）を配置し、市独自のカ

リキュラムにより「新見市小・中

一貫英語教育」を継続する。 

 

保育園、認定こども園、幼稚園

についてもＡＬＴを派遣し、早期

からの国際理解教育の推進に努

める。  

市独自のカリキュラム、教材を

使用し、ＡＬＴを小学校６人、中

学校６人配置して、英語によるコ

ミュニケ－ション活動の授業を

実施した。 

小学校では文部科学省から「教

育課程特例校」の指定を受け、小

学校１年生から外国語活動の授

業を実施している。 

 「外国語活動担当者研修会」を

年３回、小学校外国語活動授業研

修会を３回開催し、新学習指導要

領先行実施及び小中一貫英語教

育推進に向け、教職員への指導を

行った。 

 小学校教師を対象として、英語

力アップ、授業アイデアの提供を

目的とした研修を行った。 

英語の実践力の育成を目指し、

中学校では 4 技能試験を実施し、

学習改善、授業改善を目指した。   

児童生徒の授業外で実践英語

使用の場として、新見市英語講座

を１０回開催した。 

Ａ 

「教育課程特例校」の指定によ

り、小学校の 1年生から外国語に

親しみ、「新見市小・中一貫英語

教育カリキュラム」に基づいた授

業を実施したことで、小中学校の

児童生徒のコミュニケ－ション

能力が向上している。 

中学校では 4 技能試験を導入

したことで、生徒、教師ともに実

践的なコミュニケーション能力

を身に付けるための、意識改善が

図られた。 

行政放送では英語番組「イング

リッシュ パラダイス」を放映、

市報では英語記事「アクロス ボ

ーダーズ」を掲載することで、本

市の外国語教育推進の取組を市

民に広く発信することができた。 

全中学校が参加した、英語表現

発表会を実施することができ、小

学生の参加もあった。 

 

 

 

   

 

 

総 括 

「新見市小・中一貫英語教育」の全校実施から９年目を迎え、各学校とも授業を順調に進めることができた。 

「教育課程特例校」の指定を継続し、早期から英語にふれ、ＡＬＴと接する機会をもつことで、幼児児童生徒の英語能力やコミュニ

ケーション能力の育成が図られており、外国語教育の充実のための先進的な取組としての本事業の意義は大きい。 

また、新学習指導要領の実施に向け、今後も小学校担任、中学校担当者及びＡＬＴの研修の工夫や改善を行い、英語教育のさらなる

充実を図りたいと考える。 

小学校高学年外国語活動の教科化に向け、新見南中学校区をモデル校とした小中一貫教育（英語）を核とした対策に取り組んだ。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 特色ある学校づくりの推進 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□新見市ＩＣＴ教

育の推進と充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

授業にＩＣＴ機器を導入し、わ

かりやすい授業を行う。 

また、電子黒板や実物投影機を

導入し、利活用についてのＩＣＴ

教育を推進する。 

特に中学校については、市内全

中学生にタブレット端末を貸与

し、授業やその他の行事等で活用

する実践を推進する。 

ソフトバンクから貸与された

人型ロボットＰｅｐｐｅｒを活

用したプログラミング学習を実

施する。 

 

電子黒板や実物投影機等のＩ

ＣＴ機器の活用を推進し、授業に

おける効果的な実用が実施でき

た。 

高尾小学校と市内全中学校に

おいて、全児童生徒にタブレット

端末を配付し、授業の活用研究を

推進している。 

全ての小・中学校で Pepper を

活用したプログラミング学習を

実施した。また、新見市プログラ

ミングコンテストを開催し、学習

の成果を披露することができた。 

 

 

Ａ 

 ＩＣＴ教育の一環として、イン

ターネット利用の学習と共に、情

報利用のマナーについても学習

することができた。 

また、新見市内全中学校に配付

したタブレット端末、電子黒板の

利活用を推進することができた。

特に、市内全中学校でタブレット

端末を活用した授業研修会を継

続して開催し、教員の指導力を高

めている。 

全ての小・中学校でＰｅｐｐｅ

ｒを活用したプログラミング学

習を通してプログラミング的思

考を養うことができた。 

□「ふるさと学習」

など特色ある教

育活動の展開 

 

 

 

 

（学校教育課） 

総合的な学習の時間における

「ふるさと学習」の実施をする。 

 

 にいみ塩から子育成事業ＣＳ

バージョンで、ふるさと学習を取

り入れていく。 

総合的な学習の時間において、

自分たちの住む地域についての

学習を行った。特に、地域の環境

教育や伝統文化に関する伝達学

習など特色ある学習が実践され

た。 

にいみ塩から子育成事業ＣＳ

バージョンとして小学校５校が

実施することができた。 

Ａ 

 「ふるさと学習」について、地

域の人材や地域素材の活用によ

り、学校と地域の連携が図られて

いる。学校では、児童生徒が、地

域に愛着を感じることができる

よう学習の工夫に努めている。 

 にいみ塩から子育成事業ＣＳ

バージョンをより多くの学校が

実施していくことが課題である。 

□職場体験学習の

充実による進路

指導 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

中学校での「岡山チャレンジワ

ーク推進事業」による職場体験学

習の実施 

 

全５中学校での「岡山チャレン

ジワーク推進事業」による職場体

験学習を実施した。 

 ３日間事業 ５校 

  

Ａ 

職場体験学習は全中学校で３

日間実施することができた。中学

生にとって、実際に地域の事業所

等で仕事をすることで、進路選択

に向けた経験を積むことができ

た。 

また、キャリア教育の重要性を

考え、小学校と中学校との連携や

教育活動の教育課程への位置づ

けを明確にし、計画的に推進でき

るよう努める。 

   

 

 

総 括 

各小・中学校とも地域に根ざした教育活動を展開しており、地域の人々に支えられて児童生徒が成長している。 

「ふるさと学習」については、特に小学校では総合的な学習の時間を利用し、地域の特性を生かした学習や取組が行われている。今

後は、各小学校での学習内容を明確にし、中学校との情報共有を行うことで、より系統的な指導を行うことができるよう体制を整備し

ていく。また、にいみ塩から子育成事業ＣＳバージョンを充実させ、地域と一体となったふるさと学習を推進していく。 

職場体験学習については、市内全ての中学校が３日間実施し、キャリア教育推進のための重要な取組の一つとして成果を上げている。 

ＩＣＴ教育については、全中学校に貸与したタブレット端末を活用した授業実践が全教科で行われている。今後は、ＩＣＴ機器を協

働的な学びにどのように活用できるか研究していく。 

プログラミング教育では、ソフトバンクから貸与された人型ロボットＰｅｐｐｅｒを活用した取り組みを全小・中学校で開始するこ

とができた。また、市プログラミングコンテストを開催し、代表として全国大会に出場した新砥小学校が金賞、新見第一中学校が銅賞

を受賞した。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 特別支援教育の推進 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□特別支援教育指

導体制の充実 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

障がいのある子どもの特性に

応じた特別支援教育推進のため，

指導体制の充実を図る。 

                                                                                                                                                                                                                                                                        

特別支援学級の設置 

平成２９年度特別支援学級設置 

状況 

 知的障害児学級 小学校５校 

         中学校３校 

 自閉症・情緒障害児学級 

         小学校４校 

         中学校３校 

Ａ 

設置基準の見直しにより、特別

支援学級の開設が難しくなって

いることが課題であるが、要望や

児童生徒の実態に応じた対応に

努めた。 

しかし、特別支援学級の開設は

まだ十分ではなく、通常学級で障

がいのある児童生徒に個別の指

導を行うために支援員の配置を

行っている。 

□特別支援教育コ

ーディネーター

による校内体制

の充実 

 

 

 

 

（学校教育課） 

特別支援教育コーディネータ

ーを配置し連絡調整・相談支援

等、校内の支援体制の充実を図

る。さらに、特別支援教育コ－デ

ィネ－タ－の役割等の研修会を

実施する。 

                                                                                                                                                                                                                                                                        

特別支援教育コーディネータ

ーの設置により、校内の特別支援

教育の要となって活動ができ、県

立特別支援学校の専門指導員派

遣事業の連絡調整も行った。 

また、特別支援学級担任の研修

会も教育研修所特別支援教育部

会と連携して実施した。 

Ａ 

市内の全幼・小・中学校におい

て、特別支援教育コーディネータ

ーの配置を行い、特別支援教育推

進の役割を担うことができた。 

特別支援学級の担任等を対象

とした研修会も教育研修所特別

支援教育部会において実施する

ことができた。 

きめ細やかな支援、指導体制の

充実が図られている。 

□特別支援教育支

援委員会による

適正な就学指導 

 

 

 

 

（学校教育課） 

各学校に校内特別支援教育支

援委員会を設置し、児童生徒一人

一人に関わる就学指導を適正に

実施する。 

就学指導に係る就学状況調査

を実施した。 

校内特別支援教育支援委員会

を設置し、児童生徒一人一人に関

わる就学指導を行った。 

また、新見市特別支援教育支援

委員会を、次年度に向けて３回開

催した。 

Ａ 

 特別支援教育支援委員会に係

る審査対象者の要件を改め、平成

２９年度就学に係る審査該当児

は、７７名となり、年度内の就学

指導を完了することができ、障が

いのある子ども達の適正な就学

ができた。 

□支援員配置によ

る指導の充実 

 

 

 

（学校教育課） 

通常学級に在籍する発達障害

等の児童生徒の教育を支援する

ため、支援員を配置する。 

 小学校５校に５人、中学校２校

に２人の支援員を配置した。また

小学校全１７校に延べ２９人、中

学校全５校に延べ１７人の非常

勤講師・支援員を配置し、児童生

徒の支援を実施した。 

 

Ａ 

年々支援を要する児童生徒が

増加する中、計画的に支援員を配

置することができた。支援を必要

としている児童生徒に対して、適

切な支援を行うことで、児童生徒

が学校生活に順応することがで

きた。 

□巡回相談事業の

展開 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

県の専門指導員派遣事業を活

用し、幼稚園、小・中学校が県立

特別支援学校の専門指導員に相

談したり助言を受けたりする。 

また、特別支援教育に係る保護

者を対象とした就学相談事業を

実施する。 

専門指導員派遣事業として、発

達障害や知的障害等のある幼児、

児童、生徒の対応について学校園

での相談事業を実施した。また、

保護者対象の就学相談事業を実

施した。 

さらには、市内福祉施設との連

携による保護者就学相談の実施

も行った。 

 

Ａ 

県立特別支援学校の専門指導

員が各学校を訪問し、特別支援教

育に関する相談を行った。さらに

は、新見市障害者地域活動支援セ

ンタ－と連携し、発達障害や知的

障害等のある幼児児童生徒への

支援活動が実施できた。 

総 括 

支援員の配置が他市に比べても充実しており、特別支援教育の体制整備が充実している。特別支援学級だけでなく、通常学級での支

援の充実がなされている。また、校内就学指導の体制づくりがなされ、保護者との連絡、関係機関との連携を密にしながら、適正な就

学指導がなされるよう配慮がされているが、特別な支援を必要とする児童生徒数は増加しており今後も対応が必要である。 

児童生徒の障がいの状況に対応したきめ細やかな指導・支援を行うためには、担任や支援員がその障がいや対応の仕方について、正

しく理解することが不可欠である。今後も、関係教員と支援員の研修を深めていくことで、さらに本市の特別支援教育の向上を図りた

い。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 人権教育の充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□教職員の人権感

覚の高揚と体験

的な研修の推進 

 

 
 

 

（学校教育課） 

教職員一人一人の人権意識を

高め、具体的な人権教育の取組を

進めるなかで、体系的な研修の充

実を図る。 

 

教職員に対する人権教育研修

を充実した。 

学校教育の全領域において、児

童生徒の人権意識の高揚に繋が

るよう各学校において年間指導

計画を作成し、指導体制の充実を

図った。 

 

Ａ 

教科・道徳の時間、特別活動等の全

ての学校教育活動を通じて人権意識の

高揚が図られた。 

学校においては、人権教育の年間指

導計画の見直しを行うことで系統的計

画的な指導を行うことができた。 

 

□児童生徒の人権

に関する感覚の

高揚と知識の習

得 

 

 

 

（学校教育課） 

全学校教育及び授業の中に、発

達段階に適した人権教育カリキ

ュラムを取り入れる。 

 

学校教育の全ての場面におい

て人権感覚を高め、その実践化が

図られる場を設ける。 

各学校においていじめをなく

すことを目的とした「いじめにつ

いて考える週間」を６月に、また

「人権週間」の取組を１２月に実

施する。 

Ａ 

教科・道徳の時間、特別活動等の全

ての学校教育活動を通じて児童生徒の

人権感覚の高揚が図られている。 

人権週間には、人権標語や人権ポス

タ－の作成、人権集会等、学校ごとに

様々な取り組みを行い、学校全体で人

権について考えるよい機会となった。 

□教職員研修の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

人権教育の推進役である教職

員の人権研修の充実を図る。 

 

一人ひとりが尊重される落ち

着いた学級づくりを目指し、中学

校を対象にハイパーＱＵを実施

し、結果分析を学級づくりに活用

する。 

教育研修所人権教育部会によ

り、幼・こども園・小・中教職員

を対象に講演会を行い、教職員の

人権意識の高揚に努める。 

 

Ａ 

 全中学校でハイパーＱＵの結果を用

いた事例研修を行い、生徒一人ひとり

が尊重される学級集団づくりに向けた

校内教育実践の充実と体制づくりを推

進することができた。 

人権教育講演会には５４名参加があ

り、「子どもの人権」に係る講演を通し

て、人権意識の高揚を図ることができ

た。 

いじめについては、各校の基本方針

に基づき、未然防止への取組強化を図

り、アンケ－トや教育相談を実施する

ことができた。 

  

□社会教育との連

携による、保護者

への啓発活動の

促進 

 

 

 

（学校教育課） 

人権教育の学習効果が高まる

よう保護者に対する啓発活動の

促進を図る。 

社会教育との連携により、保護

者への啓発を図り、人権意識の高

揚を図った。 

Ｂ 

 ＰＴＡ人権教育研修会を開催し、保

護者の人権意識の高揚が図られてい

る。 

 今後もより積極的に啓発活動に取り

組んで行きたい。 

総 括 

学校においては、「いじめについて考える週間」や「人権週間」について、学校ごとに特色ある取組ができ、人権に対する意識の高揚がみ

られた。また、保護者や地域への啓発に向けた学校の役割を意識し、引き続き取組の強化を図る必要がある。教職員は、市内外で行われる研

修に積極的に参加し、自身の人権感覚の高揚、知識の習得に努めるとともに、指導力の向上に向けて研修を深めることができた。 

いじめの防止については、県及び市のいじめ問題防止基本方針に基づき、各校で基本方針を作成し、校内指導体制を確立したことで、人権

に関わるいじめや問題行動については、早期対応ができるよう学校と教育委員会の連携を強化することができている。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 学校体育・健康教育の充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□基礎的な体力・運動能力の向上    

1)小・中学校の新

体力テストの

実施（全国体

力・運動能力テ

ストの実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

小・中学校児童生徒について、

体力の実態調査と体力向上に向

けた取組への推進を行う。 

市内全小・中学校全児童生徒に

おいて、新体力テストを実施し、

体力状況についての集計を行い、

県平均との比較により、自校の状

況について把握した。 

また、各校の課題についての理

解と、今後の取組への重点化を図

った。 

Ａ 

国、県、本市の小・中学校Ａ段

階取得率の比較(単位％) 

（国）  (県) （本市） 

小男子 －   12.1   25.4 

小女子  －    12.2   28.2 

中男子  －    13.8   21.6 

中女子  －    33.7   49.4 

＊国の数値は、未発表 

 本市の体力、運動能力は県下で

も高い位置にあり、小・中学校で

体力向上に向けた取組の推進が

図られていた。 

※総合評価基準について 

総得点（８０点満点）に

より、Ａ～Ｅの５段階で総

合評価を行う。最上位Ａ段

階取得の総合評価基準は年

齢により異なる。（例：１１

歳は７１点以上） 

2)外部人材活用

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

小・中学校の体育の授業及び部

活動に、外部指導者を活用し、専

門的な分野からの指導を受ける。 

 

運動部活動支援員の配置につ

いて検討する。 

武道授業（剣道）について、外

部指導者を活用し、指導の充実を

図った。 

実施絞 

 新見市立新見南中学校 

 

 小学校全校 水泳の指導 

（げんき広場にいみの活用） 

 

県の事業で、新見第一中学校の

サッカー部に運動部活動支援員

の配置をすることができた。 

Ｂ 

武道授業（剣道）については新

見南中学校で外部指導者を活用

した授業が２０時間実施され、専

門的な指導ができた。 

小学校（全校１～４年生）、中

学校（希望校）が水泳指導におい

て外部指導者からの指導を受け、

児童生徒の泳力と教員の指導力

の向上が図られた。（延べ９００

人、一人１回８０分のレッスン） 

県の事業で、新見第一中学校の

サッカー部に運動部活動支援員

を配置し、教職員の負担軽減、技

術の向上に大いに効果があった。 

外部人材の活用を他の種目に

広げるためには、人材と財政的な

確保が課題であり、拡充について

は十分精査する必要がある。 

   

 

 

総 括 

学校体育については、本市の児童生徒の実態として、これまでと同様に、意欲面、態度面、能力面とも高いレベルにあると考える。

体育の時間の指導はもとより、放課後時間を利用した小学校での陸上運動、水泳の指導、中学での駅伝（持久走）、部活動など、全て

の児童生徒を対象にした熱心な指導が各学校で行われており、成果につながっている。 

新体力テストの結果については、常に県下でも上位を維持しており、小学校男女・中学校男女全てにおいてＡ段階取得率が県平均と

比較して高い。児童生徒個々に目を向けると、運動を好まない児童生徒もおり、そうした子どもたちへの対応も含め、運動能力、体力

の向上に向けた取組については、今後も継続していく。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 学校体育・健康教育の充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□児童生徒の事故防止と安全指導の徹底    

1)県下一斉あい

さつ運動の実

施と登下校の

安全指導 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

毎月１０日、学校、ＰＴＡ、教

育委員会等が連携して、登校時の

あいさつ運動や安全指導を実施

する。 

 小・中学校においては、登下校

時の見守り活動を実施する。 

岡山県では、毎月１０日を「県

下一斉あいさつ運動」として位置

づけており、児童生徒の通学時の

安全指導の取組とあわせてあい

さつ運動を行っている。 

登下校の事故防止に向けた取

組として、小学校では、地域ボラ

ンティア、保護者、教職員による

見守り活動を毎日行った。 

中学校では、保護者、教職員に

よる下校時の見守り活動、自転車

乗用の安全指導を定期的に行っ

ている。 

Ａ 

あいさつ運動や交通安全の意

識高揚を図る活動については、児

童会・生徒会活動として実施する

ことで、児童生徒のより主体的な

取組となった。 

また、見守り活動を行ってくだ

さる方々とのふれあいを通して、

地域とのつながりが深まるとと

もに感謝の気持ちを醸成するこ

とができている。 

2)安全指導の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

交通安全については、交通安全

教室の実施により、安全への意識

と態度の向上を図る。 

学校生活における安全につい

ては、保健体育、特別活動での指

導を通じて、児童生徒への安全指

導を行う。 

小学校では、交通安全教室を開

催し、登下校の集団歩行や自転車

乗用のマナーについて、実技指導

を通して学んだ。 

中学校では、自転車乗用のマナ

ーだけでなく、自転車点検の仕方

について、具体的な指導を受け、

主体的な安全行動ができるよう

学んだ。 

小・中学校では、保健体育科の

「けがの予防」等の学習や特別活

動での重点的な指導を通して、け

がや事故を起こさない意識と態

度の育成を図った。 

 

Ａ 

小学校では、４月に具体的な道

路事情、交通状況を想定して交通

安全教室を実施しており、通学時

の安全指導の徹底が図られてい

る。また、不審者への対応を想定

した安全指導も実施するなど喫

緊の課題についても安全指導が

なされた。 

また、自転車乗用については、

各学校で実技指導を通して、技能

の確認、マナーについての指導を

行っている。 

中学校では、日常の登下校の指

導に重点を置いた安全指導を行

っている。 

登下校や交通安全指導につい

ては、地域の方の見守りや警察署

員の協力を得ながら、効果的な指

導が行われている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 括 

各学校の見守り隊や保護者の校外指導、教職員の校内での安全管理、安全指導、警察署の協力により、交通安全や学校生活の安全が

確保されているが、今後も児童生徒が事故の被害者とならないよう、学校、家庭、地域、行政の連携をさらに深め、交通事故や施設・

遊具の事故の予防に努めるとともに、児童生徒自身についても、安全に対しての意識の高揚や、危険を予知し、主体的に予防しようと

する態度を養うことが大切である。特に、平成２７年６月から、改正道路交通法の施行により、自転車運転の罰則が強化されたことも

あるため、指導の徹底を促している。また、登下校時の不審者対応については、警察や地域の見守りの方と連携しながら、児童生徒へ

対しても具体的な指導を各学校で実施していく。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 学校体育・健康教育の充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□家庭との連携に

よる生活習慣の

改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

家庭との連携による生活習慣の

改善を図る。 

 

 幼稚園・認定こども園、小・中

学校においては、「早寝、早起き、

朝ごはん」の運動に取り組んでお

り、カードを作成し、自己目標（就

寝時間、毎朝食事をとる等）を決

めて家族ぐるみで取り組んでい

る例もある。 

基本的な生活習慣の育成に向

け、中学校区で発達段階を考慮し

た「家庭生活の手引き」を作成し、

学校、家庭、地域の連携を図るこ

とで習慣化に取り組んだ。また、

スマートフォンやゲーム機など

のメディアの使い方について、全

中学校を対象に「新見市スマホサ

ミット」を開催した。 

Ｂ 

健康管理に対する意識が高ま

っていることが、自己評価、アン

ケート調査等から読み取れた。 

全国及び県の状況と比べ、朝食

を食べている子どもが多く、早

寝、早起きをしている子どもの割

合も高いなど生活習慣の定着が

図られている。 

家庭でのテレビの視聴、スマー

トフォンやゲーム機などのメデ

ィアの使用時間については、ＰＴ

Ａとの連携を強くしていく必要

がある。 

□薬物乱用防止・喫

煙防止、感染症予

防等の教育の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

薬物乱用防止・喫煙防止教育等

の充実を図る。 

インフルエンザ等の感染症予防

教育等の充実を図る。 

全小・中学校においては、薬物

乱用防止教室を年１回開催し、取

組の推進を図った。（行事、特別

活動、教科指導等） 

薬物乱用、喫煙等の防止、イン

フルエンザやノロウィルス等の

感染症予防についての資料を配

付し、正しい知識に基づいた指導

の徹底に努めた。 

麻しん予防接種（第３期）の奨

励と状況について調査を実施し、

予防に努めた。 

Ａ 

 市内の全小・中学校において、

薬物乱用防止教室を開催し、外部

からの専門家を指導者として招

聘するなどの工夫により、指導の

充実を図ったり、養護教諭が中心

となり、保健学習の中に位置づけ

て全校で薬物乱用防止教育や喫

煙防止の指導を実施したりする

ことができた。 

また、幼稚園・認定こども園、

小・中学校において、手指消毒、

うがいの励行を行うとともに、関

係機関とも連携して感染症予防

とまん延防止に努めることがで

きた。 

   

 

 

総 括 

基本的な生活習慣の定着については、特に、幼稚園・認定こども園、小学校、中学校が連携して具体的な指針を作成し、保護者の協

力を得ながらの取り組みが広がりつつある。家庭でのテレビの視聴、スマートフォンやゲーム機などのメディアの使用時間については、

まず、生徒の主体的な活動を促し、課題意識をもちその解決に向けての取組を広げてきた。今後は、ＰＴＡと連携し、使用時間を短縮

することができるように家庭の啓発に強く取り組む必要がある。 

インフルエンザ等の感染症予防についての対応マニュアルの確認と徹底がなされ、日常的な予防の取り組みも定着している。 

子どもを取り巻く環境の変化については、危険ドラッグの流行など、薬物乱用の低年齢化が指摘されており、薬物の危険性について

小学校でも発達段階に応じた指導の工夫をしながら、全ての学校で実施するよう指導していく。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 学校給食を通しての食育の充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□健全な食習慣を

身につけるため

の食育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

・「家庭における食育」の推進を行

う。 

・健全な食習慣を身につけるため

の食育の推進を行う。 

・市内の小・中学生全員を対象に

「朝食摂取状況に関する調査」

を行った。 

・哲多中学校において家庭科の

授業で「食に関する指導実践研

究会」を行った。 

Ｂ 

 朝食摂取状況に関する調査結

果をもとに、食育だよりを作成、

配布し、家庭においても「朝ごは

んの大切さ」について考える機会

をもってもらうことができた。  

実践研究会では、研究授業や研

究協議を行い、相互連携による教

育実践の向上を図ることができ

た。 

今後も、給食時や授業での食に

関する指導の充実を行い、知識を

生かしての実践の定着を図るこ

とが今後の課題である。 

□衛生管理の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

・食中毒予防のために、学校給食

調理場及び学校における衛生管

理の徹底を行う。 

 

・栄養教諭・学校栄養職員による

調理場（10 調理場）、学校（受

配校を含む）への衛生管理指導

を実施した。 

・衛生管理研修会（栄養教諭・学

校栄養職員・調理員・配膳員を

対象）を１回開催した。 

・衛生管理研究会（栄養教諭・学

校栄養職員・調理員を対象）と

衛生管理等に関する調査研究

を新見学校給食センターにお

いて行った。 

Ａ 

研修会や研究会の開催により、

調理従事者の衛生管理に対する

意識の向上や再確認をすること

ができ、衛生管理の強化を図るこ

とができた。 

また、児童生徒には、掲示資料

等を作成し、給食当番としての正

しい服装や、食事前の正しい手洗

い等についての衛生指導を実施

することができた。 

新見市衛生管理マニュアル等

を活用して食中毒の予防対策に

努めた。 

□地産地消の推進 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（学校教育課） 

・地場産物を活用した学校給食の

実施により、地産地消の推進を行

う。 

 

・献立作成部会（栄養教諭・栄養

職員による会）並びに献立検討

委員会（学校長５名・給食セン

ター所長・給食主任２名・栄養

教諭３名・調理員３名による委

員会）において、地場産物を利

用した献立を積極的に導入し

た。 

 

Ａ 

農林課からの｢学校給食地域特

産物利用推進事業補助金｣を活用

し、米粉パンを年４回、千屋牛肉

を年３回、ピオーネを年 2 回、チ

ョウザメを年 1回、白小豆を年 1

回取り入れた献立の導入を行っ

た。 

また、年間を通して季節にとれ

る野菜等を積極的に使用するな

ど、地場産物の普及啓発を行っ

た。今後も地場産物の積極的な導

入をすすめたい。 

総 括 

健康な体づくりのための正しい食習慣の重要性を伝える一環として、朝食の役割の大切さと簡単に作れる朝食レシピを掲載した食育

だよりを各家庭に配布し、普及啓発を行った。家庭においては、朝食作りの参考になるなど、家庭での実践に結びつくことができた。

今後も継続して、朝食摂取率向上に向けた取組を実施していきたい。 

安全・安心な学校給食の提供のために、調理従事者への衛生管理に関する研修会や指導、児童生徒への衛生指導を行ったことにより、

食中毒の予防に対する意識の向上がみられている。 

 学校給食については、地場産物の推進のため、地場産物を利用した献立を積極的に導入したことにより、児童生徒は新見市や岡山県

内で作られている農産物や加工品を知ることができている。今年度は、全国学校給食甲子園において、新見の地場産物を活用した献立

を全国にアピールし、特別賞を受賞した。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 

【施策（大分類）】 就学前教育の充実 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□保・幼・小の連携

による特色ある

就学前教育の推

進 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

就学前教育については、幼稚園

及び認定こども園と小学校が連

携を図り、円滑な就学が図れるよ

うにする。 

平成３１年度までに保幼こど

も園・小の接続カリキュラムづく

りに取り組む。 

各幼稚園及び認定こども園は、

小学校入学前の体験学習等を実

施して、安心して入学ができるた

めの情報交換会を実施した。 

昨年度、幼稚園や認定こども園

が作成したアプローチカリキュ

ラムを踏まえ、小学校でスタート

カリキュラムづくりに取り組ん

だ。また、研修会を開催し、次年

度に向けての共通理解を図った。 

Ｂ 

各幼稚園及び認定こども園に

ついては、円滑な就学ができるよ

うに小学校との連携を行い、体験

入学や保護者との相談業務がで

きている。また、中学校区単位で

連携し、家庭でのノーメディアデ

ーに取り組んでいる好事例もあ

る。 

次年度は接続プログラムを実

施し、その検証を行い見直すこと

で、さらに円滑な小学校就学につ

なげていく必要がある。 

□障がい児の指導

体制の充実 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

家庭・地域と連携した子育て支

援、支援員の適正配置により、発

達障害等に対応した指導体制を

整える。 

 

 幼稚園及び認定こども園では、

臨時保育教諭（保育士と幼稚園教

諭免許の両方を有する職員）の配

置を行い、発達障害等の園児への

支援を行った。 

 また、支援している園児につい

て支援計画の作成と、毎月の「支

援記録」の報告を義務づけ、就学

に至るまでの支援の在り方につ

いて調査研究ができた。 

 

Ａ 

 該当の幼稚園及び認定こども

園に対し、保育教諭の配置につい

て検討を行い、幼児の状況に応じ

たきめ細かい対応が可能となっ

た。 

 定期的な「支援記録」の提出を

求め個々の園児への支援につい

て把握することができた。また、

就学指導に向けた資料とするこ

とができた。 

   

 

 

総 括 

 特色ある就学前教育の実施については、保育所、幼稚園及び認定こども園の状況や課題を十分考慮し、良いものとなるようこども課

と今後も連携を図っていきたい。小学校との接続がよりスムーズにいくように接続カリキュラムの実施を踏まえ検証していきたい。 

発達障害等に関わる支援体制については、実態や要望に沿った保育教諭の配置を行っており、経験や研修を通して、資質の向上が図

られている。適正な就学指導については、市保健師、福祉部、児童相談所等との情報共有も図りながら、新見市特別支援教育支援委員

会を中心に、実態に合ったよりよい指導、支援ができるよう環境整備を行っている。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 
【施策（小分類）】 開かれた学校づくりと地域との連携 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□学校評価等の充

実と地域の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

学校の教育方針、教育計画を広

く公開し、また、その取組状況に

ついて学校関係者評価を実施し

て、学校経営の改善を行う。平成

２９年度から全ての小・中学校に

コミュニティ・スクール（学校運

営協議会制度）を導入する。 

 

学校自己評価及び学校関係者

評価の実施は、小・中学校とも１

００％であり、学校運営協議会制

度（コミュニティ・スクール）を

全ての小・中学校に導入し、各学

校で定期的な協議会や委員を対

象とした研修会を実施した。 Ａ 

市内全ての小・中学校から学校

評価書の提出があり、適切な学校

評価の実施がされた。全小・中学

校で、次年度に向けた教育課程編

成の参考とされている。 

「地域の子は、地域で育てる」

を実現し、地域住民・保護者・教

職員が一体となった学校づくり

をするために、学校運営協議会制

度（コミュニティ・スクール）を

全ての小・中学校で導入すること

ができた。 

□関係機関が一体

となった安全体

制づくり 

 

 

 

 

 

 

（学校教育課） 

関係機関が一体となって安全

体制の構築に努める。 

各学校においてＰＴＡや各地

域の見守りボランティアが児童

生徒の登下校の見守り活動や安

全安心町作り運動を行った。 

また、通学路の安全確保につい

ては「新見市通学路安全推進会

議」を設置し、道路関係者、警察、

教育委員会で連携することによ

り通学路の安全点検を実施した。 

 

Ｂ 

学校や警察、地域の見守りの方

と連携した、継続的な児童生徒の

見守り活動を行うことができて

いる。また、県下一斉あいさつ運

動等を活用した見守り活動を行

っている。 

   

 

 

総 括 

 「学校評価ガイドライン」に沿った学校評価が各小・中学校とも実施でき、学校関係者評価や外部評価を十分に考慮した教育課程の

編成がなされている。 

地域・家庭と連携した学校づくりを目指して、地域住民が学校運営に積極的に参画する仕組みとして学校運営協議会制度（コミュニ

ティ・スクール）を全小・中学校に導入することができた。 

 学校安全については、今後、関係機関との連携をさらに強め、児童生徒の安全が確保できるよう、体制の見直しを含めた検討が必要

である。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 学校教育の推進 
 
【施策（大分類）】 学校再編の推進 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□廃校舎の有効活

用による地域活

性化の推進と財

産の整理 

 

 

 

 

 

 

（教育総務課） 

地域の財産でもある廃校舎の

利活用を地域で検討してもらっ

ているが、具体策が提案されてい

ない状況である。 

ただし、施設が借地にあるもの

については、原則解体撤去し土地

所有者に返還することとする。 

＜啓発活動＞ 

・市のホームページで利活用の

募集を行った。 

＜取組事例＞ 

・今年度は、旧唐松小学校の転

用に向けて、地元等との調整を

進めた。 

Ｃ 

現在、廃校舎で利活用が検討中

である施設は１施設となってお

り、今後地域と協議検討して利活

用に取り組む必要がある。あわせ

て借地の解消に努める。 

 

   

 

 

   

 

 

総 括 

市内の小・中学校の学校統廃合は、年次計画との差異はあるものの推進されていると判断できる。 

今後も児童、生徒のことを第一義に考え、地域及び保護者へ理解を求め統廃合を検討していく。あわせて、廃校施設の維持管理経費、

費用対効果等を考慮した上で有益な活用方法についてホームページ等を通してアイデアを積極的に募集するとともに、地域で検討して

もらい、活性化を図ることとする。 

ただし、借地に施設があるものは、解体し土地所有者への返還を基本とし、耐震化が図られていない施設については、貸付をしない

方向である。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【 基 本 施 策 】 生涯学習の推進 
 

【施策（大分類）】 生涯学習の振興 
 

施策（小分類） 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□生涯学習情報提供

による人づくり・

まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

生涯学習を通じた人づくり・ま

ちづくりを目指した講座を開催

する。 

 

絵画教室 

・日本画コース 

・人物デッサンコース 

・墨絵コース 

絵画教室作品展 

・受講者の作品展示 

 

 

 

 

 

 

市民学習講座 

８回 

Ａ 

東京藝術大学教授と同大学院

生による絵画教室を開催した。 

初心者向けではあるが、絵画の

あらゆる技法を体験し、専門的な

知識を得ることができた。参加者

にも好評で、新見市の文化振興に

大きく寄与している。 

また、小中高校生の参加を促し

ており、各コースに児童生徒の参

加が増えている。 

各ライフステージや生涯学習

分野を網羅した講座を開設し、広

く市民への学習機会の提供を図

ることができた。 

また、親子を対象にした講座を

実施することで幅広い年代の市

民の参加を促すことができた。 

□光ファイバ網を活

用した情報提供に

よる学習機会の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

市民の学習ニーズ、目的等にマ

ッチした講座の開催を光ファイ

バ網を活用して行うと共に、各社

会教育施設との連携を図る。 

告知放送機器を活用した放送大

学講座の聴講や各種催し物の情

報提供など。 

Ｂ 

各家庭の告知放送機器で放送

大学のラジオ放送が聴講できる

ように整備している。 

また、本市学術交流センター内

にある放送大学新見教室では、希

望に応じた放送大学の教材を取

り寄せ、学位や資格の取得など、

それぞれの目的に合った学習を

行うことができる。 

市学術交流センター内にある

新見教室が再視聴施設となって

いることを周知する必要がある。 

□生涯学習関連施設

の整備による事業

内容の充実と利用

の促進 

 

 

（生涯学習課） 

生涯学習センター、新見市学術

交流センター、公民館、図書館、

スポーツ施設等の整備に努め、施

設利用の促進を図ると共に、事業

情報の相互交換、学習プログラム

の共同開発、人材の共同活用等に

より、事業内容の充実を図る。 

・新見公民館・生涯学習センター

改修工事 

 

Ａ 

旧新見図書館を改修し、新見地

域の住民の生涯学習活動拠点施

設として「新見公民館・生涯学習

センター」を整備した。 

 

総 括 

各施策の推進のほか、年間を通じての社会教育、文化、スポーツの各種行事・イベントを主催・支援しており、一定の成果が上がっ

ていると考えている。また、公民館をはじめ生涯学習関連施設の整備を進め、利用の促進を図っている。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【 基 本 施 策 】 生涯学習の推進 
 

【施策（大分類）】 社会教育の充実 
 

施策（小分類） 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□学習・交流機会の

充実による家庭

教育力の向上 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

集団生活や発達段階に見合っ

た学習家庭教育に関する学習機

会の充実、子育て支援ネットワー

クづくりの推進、親子の共同体験

の機会の充実、及び父親の家庭教

育参加の支援・促進など、家庭教

育力の向上・活性化を図る。 

ＰＴＡ指導者研究会 

ＦＯＳ少年団活動の充実 

親育ち応援プログラムの実施 

Ｂ 

親育ち応援プラグラムにおい

ては、小学校・幼稚園などの参観

日において実施回数が増えてい

る。また、ＰＴＡの研修会におい

ても全小・中・幼稚園・認定こど

も園から参加できている。このよ

うに学習の場と機会・情報提供な

どに努めており、成果が上がって

いる。 

□地域の子どもは

地域で育てる環境

づくり 

 （生涯学習課） 

地域住民が年齢や立場を超え

て交流できるよう支援し、「地域

の子どもは地域で育てる」環境づ

くりを進める。 

・放課後子ども教室 １７教室 

 
Ａ 

放課後子ども教室を実施した

地域からは事業を高く評価する

声が上がっている。 

□学校外での生活・

活動体験を支援

し、学社融合の推

進 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

家庭・学校・地域が連携し、ボ

ランティア活動や自然体験活動

等の活発化を促進されるよう、学

校内での生活体験や活動体験を

支援する。 

・地域学校協働活動（学校支援）

事業 

２２校（小学校１７校、中学校

５校） 

※市内全小中学校で実施 

・ボランティア募集への対応 

・各学校間の取り組みの情報交

換 

・県内研修会への参加 

 

 

Ａ 

各校ともボランティアが積極

的に活動に参加し、一定の効果が

上がっている。特に小学校では、

学習支援をはじめ、様々な支援活

動が実施され学社融合が推進さ

れている。市内全小・中学校での

全面実施にともない、学校間での

情報交換を促す研修会の実施等

により、活動が充実してきてい

る。 

□青少年育成セン

ターとの連携に

よる良好な社会

環境づくり 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

 青少年の健全育成・非行防止 ・巡回パトロールの実施 

・県北育成センター連絡協議会 

県北４市（新見・真庭・津山・

美作）による育成センターの連

絡会 

・学校訪問 

・列車補導 

・白ポスト有害図書回収 

Ａ 

 学校・地域の巡回を通じて安全

安心のまちづくりに取り組んで

いる。 

県北のサポートセンターを中

心に各市の実情について情報交

換をしている。 

青少年健全育成にかかわる関

係機関・団体と連携した活動がで

きる体制を整え、補導活動・啓発

活動・相談活動等の取組を充実さ

せることができた。 

□子どもの読書活

動の積極的支援 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

「第２次新見市子ども読書活動

推進計画～にいみっ子どんどん

読書プラン」を平成２６年度から

おおむね５カ年計画により実施 

 

・移動図書館車を巡回し、市内各

小学校等へのサービスの充実に

努めている。 

・学校や公民館との相互協力と連

携に努め、図書館間の連携も行っ

ている。 

・ブックスタート事業・セカンド

ブック事業の実施 

Ａ 

幼児においては、地域の施設等

と、図書館が連携して、どんどん

読書おはなし会を開催し、親子で

の読書環境を広げている。 

また、本に親しむことと読書を

通した読解力の向上を目指し、す

べての小・中学校において「朝読

書」などの読書時間を確保するこ

とで、児童生徒の更なる読書意欲

の高揚、読解力、情報活用能力の

育成を目指す。 

総 括 

 社会教育の指導者や各種活動のリーダーの発掘・育成が求められている中、市民の自主的なコミュニティ活動等への参加をはじめ、

各種講座や教室の受講、また家庭の教育力と地域社会の教育力の充実をめざして各種施策を展開しており、市民が積極的に参加するこ

とを促すような仕組みづくりにより、一定の効果が上がっている。また、放課後子ども教室・学校支援地域本部事業により、学校、家

庭及び地域住民その他の関係者相互間の連携・協力の促進を図ることができている。図書館においても施設の整備を行うとともに、市

のＨＰや市報への掲載、チラシ配布などにおいて、図書館行事などを積極的にＰＲし、利用促進に努めている。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【 基 本 施 策 】 生涯学習の推進 
 

【施策（大分類）】 人権教育の推進 
 

施策（小分類） 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□人権啓発講演会

など、人権学習機

会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

人権意識の向上を図り、人権の尊

重された明るいまちづくりを推

進するため、市民及び地域の職

場、各種団体、教育機関等の関係

者が一堂に会して研修を深める。 

高梁市と合同で「人権啓発講演

会」を実施しており、平成２９年

度は新見市で開催された。 

講師に三味線談義師 市川聖山

氏を迎え「三味線談義の魅力」～

平安時代の鬼伝説から格差や差

別を考える～を聴講し、研修を深

めた。 Ａ 

人権意識の向上については、

「人権啓発講演会」等を通じて実

施している。 

講演会チラシを公民館などに

配置するなど、周知を図ること

で、新見市人権教育推進委員をは

じめ、一般からの参加もあり、人

権意識の向上に繋がった。 

 市民全体が人権に対して同じ

意識を持つことが必要であり、全

てに広がるには時間が必要とな

ってくる。 

□人権教育推進委

員による指導者

の養成 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

人権教育推進のための指導者

を養成する。 

 

新見市人権教育推進委員会を年

２回、研修会を年１回、開催して

いる。 

平成２４年度から公民館と連

携して公民館主催事業の中で、人

権学習講座を実施している。 

 

 

  

Ａ 

人権推進委員は研修を含めた

３回の委員会で資質の向上が図

られている。 

平成２４年度から、取り組んで

いる公民館主催人権学習講座は、

公民館職員と人権教育推進委員

の連携が図られ、人権学習の内容

も年々充実してきている。 

また、市民に人権尊重の意識を

より一層広めるために研修や情

報提供を通じて、指導者の養成に

努めているところである。 

 

 

   

 

 

総 括 

人権教育の推進については、新見市の「社会教育における人権教育・啓発の基本方針」の中に、「公民館における各種学級・講座の

研修内容に人権教育・啓発を位置づけ、特に公民館では人権教育・啓発講座を実施し、地域ぐるみで総合的な推進を図る」とし、平成

２４年度からは市内全公民館で人権学習講座等を開催している。公民館職員と人権教育推進委員との連携が図られ、人権教育の普及と

推進を図ることができ、人権学習講座の内容も年々充実してきている。このような取組等を通じて人権教育推進委員の資質の向上を図

り、地域の指導者の養成が進んでいる。 

また、高梁市と隔年で実施している「人権啓発講演会」は、新見市では平成３１年度の開催となる。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 生涯スポーツ・レクリエーションの推進 
 

【施策（大分類）】 生涯スポーツ・レクリエーション活動の振興 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□スポーツ推進計

画の具体化 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

平成２８年３月に策定された

「スポーツ推進計画」の目標、「ス

ポーツを通して市民一人一人が

郷土に誇りをもち、健康で明る

く、活力あるまちづくりを行う」

の達成に向け、各方策の具現化を

図る。 

・スポーツ大会、スポーツ教室等

の実施について把握し、スポー

ツ推進委員・体育協会等の関係

団体とも連携し、企画・運営・

指導等を行った。 Ａ 

 

「第１４回都道府県対抗全日

本中学生男子ソフトボール大会」

をはじめとして、各大会・行事を

開催するなかで、「する」スポー

ツ、「見る」スポーツ、「支える」

スポーツについての意識が次第

に市民に広まり、定着しつつあ

る。 

□スポーツ推進委

員の活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

スポーツ推進委員の活動を積

極的に支援することにより、市民

のスポーツに対する意識の高揚

に努める。 

・定例会の実施（毎月） 

・新見市民スポーツ祭の企画、運

営 

・ニュースポーツの普及活動 

（行政放送による紹介、教室の

開催） 

・スポーツ推進委員だよりの発行 

・各協議会、研修会等への参加 Ａ 

「市民スポーツ祭」は、６種目

に、総勢４００人の市民の参加に

より開催できた。 

また、ニュースポーツの普及に

関しても、行政放送により、広く

周知することに加え、各地で２７

回の教室を開催することができ

た。 

今後もスポーツ推進委員が

個々に自覚を持って、積極的に活

動できるように支援していきた

い。 

□スポーツ実施率

の向上に向けた

環境整備 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

「総合スポーツクラブ新見」な

どの団体と連携を図り、市民だれ

もがスポーツに参加できる環境

を整備し、スポーツ実施率（最低

１週間に１日２０分以上スポー

ツをする人口）の向上を目指す。 

 

・各団体の組織及び大会等活動に

おける企画・運営の支援、指導

を行う。 

・「スポーツ推進委員協議会」、「体

育協会」、「スポーツ少年団」は

生涯学習課が事務局となってお

り相互に連携が図れている。 

・「総合スポーツクラブ新見」は

「ワンバウンド・ソフトバレー

ボール教室」等の取り組みを行

った。 

 

Ｂ 

 

「市民スポーツ祭」に「ノルデ

ィックウォーク」を追加したが、

参加者が少数であった。 

 

   

 

 

総 括 

各スポーツ団体、スポーツ大会等継続した内容のものに関しては、「スポーツ推進計画」の具現化にむけて取り組みを進めることが

できており、「総合型地域スポーツクラブ」については、大会の開催や研修会等を実施し連携を図ることができた。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 生涯スポーツ・レクリエーションの推進 
 

【施策（大分類）】 スポーツの拠点づくり 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□ソフトボールの

まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

「第１４回都道府県対抗全日

本中学生男子ソフトボール大会」

の開催にともない、「ソフトボー

ルのまち新見市」を積極的にＰＲ

するとともに、市民挙げて大会成

功をめざす。また、ソフトボール

を中心に体力づくりはもちろん、

市内外の人的交流を図り、活気あ

るまちづくりをめざす。 

 

 

・ソフトボール大会運営補助 

・ジュニアソフトボールチームの

育成 

・ソフトボール教室の開催 

・都道府県対抗中学生男子ソフト

ボール大会において、公民館単

位に応援チームを決め準備に

取り組み、公民館ごとに支える

スポーツの拠点づくりを行っ

た。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

１０年連続開催の７回目とな

る「第１４回都道府県対抗全日本

中学生男子ソフトボール大会」

が、多数のボランティアスタッフ

の協力、公民館単位による地域応

援団の取り組みなど、市民協働に

よる大会運営ができ、成功裏に大

会を終えることができた。今後も

よりよい大会になるよう努力し

ていきたい。 

  

□全国大会等出場

者に対しての激

励 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

全国大会等出場者に対しての

激励（壮行会等）を行い、スポー

ツに対する市民の認識を深める

とともに、競技スポーツの推進を

めざす。 

・全国大会出場者の壮行会 

 

Ａ 

全国大会へ出場した 14 人 6 団

体へ激励金を交付した。 

毎年、全国大会において入賞を

果たす個人や団体もあり、特に全

日本中学生男子ソフトボール大

会及び全国高等学校選抜卓球大

会で新見市の団体・個人が全国優

勝を飾った。 

今後もスポーツに対する市民

の認識を深めるとともに、競技ス

ポーツの推進をめざしたい。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 括 

 「第１４回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会」を成功裏に終えることができたことに代表されるように、「ソフトボ

ールのまち新見市」としての取り組みは、「ソフトボールを通しての人的な交流や活気あるまちづくり」であり、これらのことが市民

の意識に根付いてきており、地域応援団によって出場チームのモチベーションも上がっているものと実感している。今後もこの土壌を

さらに大きく広げられるようにしていきたい。 

また、ソフトボールのみならず、他の競技においても活躍する個人や団体が増えてきていることから、今後も競技スポーツの推進を

通して活気あるまちづくりに努力する。 
 



 

- 36 - 

 

 
 

評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 生涯スポーツ・レクリエーションの推進 
 

【施策（大分類）】 各種スポーツ活動との連携推進 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□各種スポーツ活

動との連携推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

豊かなスポーツライフの実現

と競技力の向上を目指すために、

生涯スポーツ・競技スポーツと学

校体育や学校でのスポーツ活動

との連携を推進する。 

・第６７回四県四郡市総合体育大

会 

・第６５回新見市駅伝大会開催 

・新見市総合体育大会 

・第４１回新春ロードレース 

・スポーツ少年団交歓交流大会 

・新見市民スポーツ祭 

・ニュースポーツ教室 

・スポーツ教室 

・カヌーの貸し出し 

・各種スポーツ大会の後援 

Ｂ 

四県四郡市総合体育大会は、全

種目で大会参加への意識が高く、

毎年、好成績を収めている。これ

まで１１年連続総合優勝。 

新春ロードレース（参加者 263

名）は毎年実施しており、定着し

てきている。 

豊かなスポーツライフの実現

のために、連携を図りながら各種

大会や事業を行うことができた

が、今後は、競技力向上を目指し

た連携についても、工夫、推進し

ていく必要がある。 

また、スポーツ祭等の行事に新

たな種目を導入するなどして、市

民が気軽にスポーツに親しめる

環境整備も必要である。 

□指導者（スポーツ

リーダー）の育成、

確保 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

多様なスポーツニーズに応え

るため、スポーツ少年団や体育協

会専門部を中心とした指導者の

養成や指導者の確保を継続的に

推進する。 

・各競技団体でのスポーツリーダ

ー（スポーツ指導基礎資格）資

格の取得 

・スポーツ少年団指導者の有資格

者の増員 

 

 
Ｂ 

スポーツ少年団単位団別の指

導者資格数を公表し、資格取得へ

の意識向上を図ってきた。 

平成２９年度は、スポーツ少年

団の指導者３０６名のうち有資

格者１８０名であった。 

また、登録団員が減少傾向にあ

るが、指導者数は確保し、育成し

ていく必要がある。 

 

   

 

 

総 括 

 総体的な人口の減少により、児童生徒の生活環境も大きく変化してきており、スポーツ人口が減少傾向にあるため、体育協会やスポ

ーツ推進委員を中心に機会増大の方策の検討や新たな取り組みが必要である。また、スポーツ少年団や体育協会専門部を中心とした指

導者の確保に努め、育成・研修を積極的に取り組む必要がある。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進 
 

【施策（大分類）】 スポーツ施設の有効利用 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□各地域の体育施

設の有効活用 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

各地域の体育施設のさらなる

有効活用を図る。 

・管理体制等について、指定管

理者への指示 

・年間体育施設利用者会議の円

滑な運営 

 
Ｂ 

年間利用者会議の開催により、円

滑な運営が行われた。 

□防災公園の有効

活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

防災公園陸上競技場・サッカー

場・多目的広場の効率かつ適切な

運営を行うことにより、一層のス

ポーツの振興を図る。 

 

・効率かつ適切な運営、管理の

ため、指定管理者制度を導入

している。 

Ａ 

平成 29 年度の陸上競技場・サ

ッカー場の利用者数は、約 17,900

人であった。 

多目的広場の利用は約1,800人

と中学校を中心に有効利用がな

された。 

サッカーの試合数の増加に伴

い、市外からの利用者も増え、適

切な運営が行われている。 

陸上競技場に設置している写

真判定装置に測定誤差が生じて

いるため、早急なメンテナンス等

の対応をする必要がある。 

 

□既存の社会体育

施設の整備・管理 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

既存の社会体育施設の整備を

図るとともに、管理についての見

直しを行う。 

・市民体育館周辺については、

駐車場も整備され、より多く

の利用者の利便性を図ること

ができている。 

 
Ｂ 

経年により老朽化した施設に

ついては、順次改修整備等を行っ

ているが、今後は計画的に改修等

を検討する必要がある。 

施設管理については、残る直営

施設の指定管理化を含め、効率的

な管理方法を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

総 括 

体育施設全体では、経年劣化による修繕が必要な施設が出てきており、今後も増加することが想定される。 

施設の利用状況について、各施設とも横ばいあるいは減少しているものもあるが、今後、安定した利用者の確保を図るために、修繕

等について抜本的な改修計画が必要である。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 芸術・文化の振興と文化財の保護・保存 
 

【施策（大分類）】 芸術・文化活動の振興 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□芸術文化サーク

ル等の育成を図

り，市民の創作意

欲の高揚 

 

（生涯学習課） 

芸術文化団体・サークル等の育

成を図り、市民の創作意欲を高め

るとともに、発表の機会の充実を

図る。 

各単位文化協会が加入する市

文化連盟の活動と並行しながら、

単位文化協会毎に、特色ある文化

展、芸能祭等種々の活動を展開し

た。 

Ｂ 

単位文化協会毎に、成果として

特色ある文化展や、芸能祭、各種

活動が行われている。 

引き続き、会員の確保に努める

とともに、特色ある活動を展開・

継続していく。 

□新見文化交流館

を中心とした芸

術鑑賞機会の創

出 

□芸術文化活動の

普及及び市民の

文化意識の高揚 

 

（生涯学習課） 

新見文化交流館を中心として

芸術鑑賞の機会をつくるととも

に、芸術文化活動の普及に努め、

市民の文化意識の高揚を図る。 

自主企画事業として「清水ミチ

コ&チキチキジョニーライヴ in

新見」・「子ども向け映画上映会

（夏季・冬季）」、「懐かしの名画

祭」、「市民ピアノコンサート」を

開催した。 

また、今年度から「ピアノスタ

ジオ」を複数回実施した。 

Ａ 

様々なジャンルの舞台・公演に

触れることができた。 

また、鑑賞だけでなく、市民参

加型の事業づくりを行い，実践発

表の場を提供することで、自己実

現が図れた。 

□美術館等の施設

充実と利用促進 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

新見美術館、新見市法曽陶芸館

の施設整備の充実と合わせ、地域

住民及び児童生徒の利用促進を

図る。 

新見美術館では、趣向を凝らし

た６本の企画展・特別展を開催し

た。 

法曽陶芸館では、春・秋の「縄

文野焼き祭り」に加え、企画展を

開催した。 
Ａ 

癒やしの空間を提供できる展

覧会や世代を超えて楽しめる展

覧会などを開催することで、美術

館を身近に感じてもらうができ

た。 

引き続き、多様化する住民ニー

ズに、より効果的・効率的に対応

した展覧会を開催する。 

新見美術館に 16,353 人、法曽

陶芸館に 942 人の来館があった。 

□地域の伝統文化

の保存・継承活動

の支援 

□まちづくりを目

指した新たな地

域文化の創造 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課） 

地域の伝統文化の保存・伝承活

動に努めるとともに、まちづくり

を目指した新たな地域文化の創

造に努める。 

1)本市の伝統文化の振興と後

継者の育成を図ることを目的と

して、伝統文化後継者育成補助制

度を設けている。 

2)「新見庄たたら製鉄体験学

習」を実施。 

平成 29 年１０月２８、２９

日開催 

参加人数 ５００人 

「中世たたら製鉄法」の実演

や体験を実施し、新見庄時代に

培った鉄文化を広く普及し、伝

承することの重要性を認識し

た。 

Ａ 

１)１８歳未満の後継者育成の

ため、必要な備品を購入するため

御神幸武器行列、頭打ちに取り組

む４団体、1,478 万円の利用があ

った。 

2) たたら体験学習は、市内外

から多くの研究者、学生、企業人

が参加し中世新見庄の製鉄手法

を学ぶことで、貴重な体験を通

し、文化的意識を高めることが出

来た。  

また、公益財団法人サントリー

文化財団の「第３９回サントリー

地域文化賞」を受賞し、外部から

も評価された。 

   

 

 

総 括 

新見文化交流館自主企画事業では、お笑いライヴ、市民ピアノコンサートなど、様々な事業を開催し、多数の観覧者や参加者などを

得て、成功裏に終了することができた。 

伝統文化後継者育成補助金制度により各団体活動の活性化が図られた。 

また、中世たたら製鉄法の再現による学習事業は、たたら学習の拠点施設として整備した「たたら製鉄操業施設」において、市内外

からの多数の参加者を得て、２日間に渡って開催できた。 

更に、公益財団法人サントリー文化財団より「第３９回サントリー地域文化賞」を受賞し、「時間と労力をかけて古来の製鉄作業を

体験することを通じて、地域の文化と歴史を知り、地道なものづくりの原点に触れることのできる場を提供している。」と評価された。 
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評
価
区
分 

Ａ：十分達成できた 
Ｂ：概ね達成できた 
Ｃ：やや不十分である 
Ｄ：不十分である 

【基 本 施 策】 芸術・文化の振興と文化財の保護・保存 
 

【施策（大分類）】 文化財の保護・活用・普及活動 
 

施 策 (小分類) 内      容 主 な 取 組 状 況 評価 成 果 と 課 題 

□郷土の歴史・文化

財の調査・研究活

動による資料の

収集整理 

 

（生涯学習課） 

郷土の歴史や文化財の調査・

研究活動を進めるとともに資料

の収集整理に努める。 

文化財保護審議会での審議。 

Ｂ 

文化財保護審議会において、市

指定文化財候補等について継続

的に審議や情報収集を実施して

いる。 

□文化財の保護保

存活動とともに郷

土愛を育む活動の

推進 

 

 

（生涯学習課） 

ケーブルテレビや行政放送等

を活用し、保護保存をＰＲする。 

市民へ指定文化財を周知して

もらう機会を図る。 

指定文化財（無形民俗）を実施

するための費用を補助する。 

・各文化財保護団体の活動支援。 

指定文化財の修復 

指定文化財の看板設置 

・哲西はやし田植え保存会等の活

動に補助金を交付。 
Ｂ 

指定文化財の新たな看板を設

置する。 

市指定文化財見直し作業の過

程で、看板設置等、保護保存活動

の内容について検討する必要が

ある。 

□新たな文化財の

掘り起こしの推進 

 

 

 

（生涯学習課） 

市内に存在する新たな文化財

の掘り起こしを継続して実施す

る。 

・文化財保護審議会を中心とした

協議の実施。 

・市民等からの文化財・埋蔵文化

財の情報収集。 Ｂ 

市民からの情報により、神郷高

瀬地内において、中世のたたら製

鉄関連遺跡が２箇所確認された。 

所有者・所有団体及び文化財保

護審議会等と連携して、新たな文

化財の情報を入手することが必

要である。 

□開発と文化財保

護との調和 

 

 

 

（生涯学習課） 

開発に伴う埋蔵文化財包蔵地

に係る調整や確認調査等を実施

する。 

文化財保護・継承の観点から、

埋蔵文化財などの利活用につい

て検討する。 

・埋蔵文化財包蔵地等の確認・相

談を受け、調整等を実施。  

確認・相談 H29 60 件 

確認調査  H29 実施なし 

工事立会  H29 １件 

・市所有埋蔵文化財（遺物）の閲

覧等の実施 

Ｂ 

埋蔵文化財を保存するため、開

発者へ文化財保護についての理

解やより一層の周知を図る。 

市所有埋蔵文化財（遺物）の文

化財保護・継承を前提に、活用を

図ることが、今後の課題である。 

   

 

 

総 括 

「新見市の文化財」を活用して市民への文化財周知活動の推進を実施するとともに、また新たな市指定文化財の指定

候補の把握や調査を進めながら、文化財保護や郷土の伝承文化の保存、資料収集や研究などを行うことのできる環境づ

くりの検討を行っていく。 

 



１　一般会計と教育費の状況

内学校建設

比率（％）

２　目的別の状況

（％) (％) 　

構成比 対 比

24.0 94.0

20.3 90.3

7.8 93.5

0.8 95.1

26.2 77.0

20.5 95.7

0.4 77.4

100.0 88.4

３　性質別の状況

人件費 物件費 維持補修費 建設事業費 その他

225,271 150,993 6,490 121 31,865  

66,567 115,541 6,145 150,072 12,293  

36,792 52,236 1,967 29,975 12,970  

12,381 1,808 125 0 66  

140,415 191,198 6,559 88,922 25,777  

保健体育費 183,112 143,890 12,647 1,663 12,350  

0 0 0 0 7,212  

664,538 655,666 33,933 270,753 102,533  

４　教育費決算額の推移

保健体育費

大学費

予算現額

計

保健体育費

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

350,618

133,940

14,380

大学費

1,727,423

441,084

143,258

区 分

一般会計

内教育費

項

教育総務費

予 算 現 額

25,800,559

1,955,163

208,417

7.6

414,740

決　算　額

平成２９年度　教 育 費 の 決  算 状 況

 との比較

（単位：千円）

不 用 額

980,970

125,540

28,370

支 出 済 額

180,047

翌年度繰越額

24,294,150

項

教育総務費

227,740

28,370

525,439

102,200

0

1,727,423

増     減

（単位：千円）

7.1

△ 26,344

△ 37,696

7,212 9,320 △ 2,108

内               訳
決　算　額

452,871

353,662

414,740

2,006,356

0

△ 9,318

△ 735

△ 135,629

15,115

588,500

1,506,409

予算現額と支出済額

平成２８年度

1,727,423

353,662

350,618

133,940

7,212

（単位：千円）

△ 15,910

△ 227,740

369,572

1,955,163

388,314

414,740

（単位：千円）

14,380

250,437

小学校費

中学校費

計

幼稚園費

項

教育総務費

社会教育費

428,584

452,871

418,883433,394372,878

大学費

幼稚園費

社会教育費

356,341

203,882

139,571

小学校費

中学校費

430,017

270,859

148,924

0 0 7,212

1,727,423

平成２６年度 平成２７年度 平成２９年度

452,871355,094

350,618

133,940

14,380

2,165,895

353,662

13,994

1,208,551

357,289

2,394,208計

625,451

407,256

145,054

－40－



　　　　目的別の決算状況 （単位：千円）

　　　　性質別の決算状況 （単位：千円）

教育総務費

414,740

小学校費

350,618

中学校費

133,940
幼稚園費

14,380

社会教育費

452,871

保健体育費

353,662

大学費

7,212

人件費

664,538

物件費

655,666

維持補修費

33,933

建設事業費

270,753

その他

102,533

-41-
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【学識経験者による評価】 

 

原 田 信 之（新見公立大学教授） 

 

  平成３０年度（平成２９年度事業分）の評価報告書を読ませていただきました。 

  基本施策の４分野【学校教育の推進】【生涯学習の推進】【生涯スポーツ・レクリエ

ーションの推進】【芸術・文化の振興と文化財の保護・保存】について、私見を述べさ

せていただきます。 

 

【学校教育の推進】 

 「心の教育の推進」では、適応指導教室「新生塾」の設置、道徳教育の推進、教育相談

体制の充実、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる指導など、有意

義な活動を実施されていることが確認できます。「道徳教育の展開」では、「特別な教科 

道徳」の実施に向けて教員研修や授業研究を行うなど工夫を重ねられています。「総括」

において「考え議論する道徳授業を通して、児童生徒の道徳的な判断力、心情、実践意欲

と態度の育成を目指す」と記述されているように、さらに高いレベルでの心の教育を目指

しておられることがうかがえ、今後の成果が期待されます。「道徳教育」における「評価」

の方法は難しい問題を含んでいるので、研修や授業研究をさらに重ねられることを希望し

ます。「教育相談体制の充実」の「成果と課題」の項では、昨年と同じく「多くの児童、

生徒、保護者から相談を受けており、時間の確保が困難な状況にある。相談員の増員等を

考えていく必要がある」との記述があります。予算の問題等で困難な課題であることは承

知しておりますが、相談員を増やす等の改善をぜひとも行っていただきたいと思います。

例えば、定年後の時間を社会貢献に使いたいという方もおられると思いますので、そのよ

うな方をボランティアの相談員として養成して協力してもらうなども、一案として検討さ

れてはいかがでしょうか。適応指導教室「新生塾」の活用では、小学生から中学生までの

児童生徒を継続して支援しておられることは大切なことと判じられます。また、「新見市

不登校対策会議」の開催により関係機関と学校が連携して対応できるようになったことは

高く評価できると思います。 

 「教育環境の整備充実」は、小・中学校１０校の空調設備設置工事の完了、破損箇所や

老朽箇所の修繕等により施設の長寿命化を図るなど、限られた予算のなかで着実に実現さ

れています。快適な教育環境で児童・生徒たちが勉学に励むことができるよう、一層の充

実をお願いいたします。 

 「安全管理」では、前年度に続き全ての幼稚園・認定こども園、小・中学校で危機管理

マニュアル・年間指導計画を作成して防災訓練を実施しており、高く評価できると思いま

す。近年は災害が大規模になる傾向がうかがえるので、さらなる安全管理の徹底が期待さ

れます。 

 「確かな学び、豊かな学び」では、ティームティーチングによるきめ細かな指導、学力

向上担当者研修会の実施、小中一貫英語教育の推進など充実した取組がなされており、高

く評価できると思います。学力向上担当者研修会の実施の項において、「県外先進校視察

の報告から、有効な事例について研修を行った」という記述がありますが、大変重要な取

組だと判じられます。研修を通して先進的な取組を学び合うことで、授業力向上への新た
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なヒントを得る可能性が高くなります。全教職員が連携し、児童生徒の学力向上へ向けた

有意義な各種研修が実施できるようさらなる工夫をお願いいたします。小中一貫英語教育

の推進については、幼児児童生徒に対して先進的な各種取組を実施されており、今後の成

果が期待されます。 

 「特色ある学校づくりの推進」では、ＩＣＴ教育の推進、「ふるさと学習」の取組、職

場体験学習の実施など、特色ある取組がなされていると認められます。特に、ＩＣＴ教育

では、ソフトバンクから貸与された人型ロボットＰｅｐｐｅｒを活用したプログラミング

学習の取組の成果として、全国大会で金賞と銅賞を受賞しており、高く評価できると思い

ます。 

 「特別支援教育の推進」「人権教育の充実」「学校体育・健康教育の充実」「学校給食

を通しての食育の充実」「就学前教育の充実」「開かれた学校づくりと地域との連携」「学

校再編の推進」などについても、充実した活動が認められます。特に「学校給食を通して

の食育の充実」で、全国学校給食甲子園において新見の地場産物を活用した献立が特別賞

を受賞したことは、素晴らしいことと判じられます。また、全中学校を対象に「新見市ス

マホサミット」を開催したことや、地域住民が学校運営に積極的に参画する仕組みとして

学校運営協議会制度を全小中学校に導入したことも、高く評価できると思います。 

 

【生涯学習の推進】 

 生涯学習の推進については、絵画教室の開催、親育ち応援プログラムの実施、地域学校

協働活動事業、「人権啓発講演会」の実施等々、多彩な活動が認められます。本市学術交

流センター内に放送大学新見教室があることがほとんど知られていないようなので、「市

報にいみ」に記事を掲載するなど、市民に新見教室の存在を周知するための種々の工夫を

お願いいたします。 

 

【生涯スポーツ・レクリエーションの推進】 

 「生涯スポーツ・レクリエーション活動の振興」「スポーツの拠点づくり」「各種スポ

ーツ活動との連携推進」「スポーツ施設の有効利用」について、活発な活動が認められま

す。今後もスポーツの推進を通して活気あるまちづくりをしていただくことを望みます。 

 

【芸術・文化の振興と文化財の保護・保存】 

  芸術・文化の振興と文化財の保護・保存については、「ピアノスタジオ」の実施、新見

美術館・法曽陶芸館での企画展・特別展の開催など多彩な活動が認められます。特に新見

庄たたら製鉄体験学習の取組が「第３９回サントリー地域文化賞」を授賞したことは高く

評価できると思います。輝きのある「文化都市」新見を盛り上げるため、郷土の歴史や文

化財の調査・研究・資料収集活動等をさらに活発化させる企画の検討を希望いたします。 

 

 以上、簡単ですが、私見を述べさせていただきました。多方面にわたり多彩な活動をさ

れていることが確認でき、各項目の自己点検も適正に評価されていると認められます。日

々の地道な活動に敬意を表します。 
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今 田 一 成（元小学校長） 

 

 平成３０年度（平成２９年度分）の評価報告書について、読ませていただいた感想を

いくつか述べさせていただきます。 

 

【学校教育の推進】 

［心の教育の推進］ 

 「特別な教科 道徳」実施上の諸課題について、授業や評価についての研究が進んでい

るようです。多様な価値観が生まれている現在、人づくりの基礎となる道徳教育は今後ま

すます重視されるように思います。多忙な公務の中で研究も大変だと思いますが、校内研

修や授業公開を充実させながら研鑽をさらに深められるよう、各学校への積極的な支援を

お願いします。 

 年々増加する教育相談・不登校の問題等に対応するため、かなりの努力をされているこ

とがうかがえます。予算を伴うことではありますが、相談員の増員など相談体制の整備は

必要だと思います。併せて、適応指導教室「新生塾」の運営については、課題を具体化し、

あらためて他市の同様の機関などの取り組みも参考にしながら見直しを進めてみてもよい

のではないでしょうか。 

［教育環境の整備充実・安全管理］ 

 学校からの要望に応え、教育環境の整備充実が順調に進んでいるようです。教育環境は

児童・生徒の学習効果に大きな影響を与えるものです。また、学校は避難所としての役割

もあります。限られた予算の中で大変だと思いますが、今後も安全・安心で快適な教育環

境づくりを進めていただくようお願いします。 

［確かな学び、豊かな学び］ 

 「新たな三学期制」が徐々に定着しているようです。事務的な面ではいくらかの課題が

あるようですが、「新たな三学期制」のメリットを活かしながら、より良い成果が表れる

よう工夫をお願いします。 

 ＩＣＴ機器の活用・学力向上・ＡＬＴを活用しての実践的な英語教育等に関しては、新

見市は先進的な取り組みを継続しており、顕著な成果が表れているように感じます。また、

人型ロボット「Ｐｅｐｐｅｒ」を活用したプログラミング学習は、全国的にも先進的な取

り組みになっており、特に素晴らしい成果が表れています。各学校の熱心な取り組みと教

育委員会の積極的な支援の賜物です。継続を期待します。 

［特別支援教育の推進］ 

 個の特性に応じた教育推進のため、特別支援教育コーディネーターの設置や、巡回相談

事業の実施、適正な就学指導など、保護者や関係機関ともよく連携しながら進めておられ

ます。また、特別支援学級設置が難しい中、市費による支援員の配置に努められている点

が評価できると思います。 

［人権教育の推進］ 

 ハイパーＱＵの結果を参考にした学級集団づくりなど、児童・生徒を理解するための工

夫が進んでいます。お互いを大切に思う温かい人間関係づくりがさらに進むことを願って

います。 
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［学校体育・健康教育の充実］ 

 体力・運動能力の向上、事故防止や安全指導など、いずれも充実した取り組みが認めら

れます。教職員の負担軽減や、より専門的な実技指導のため、保健体育の授業や部活動へ

の外部指導者・支援員の配置にも努力されているので、今後も継続されることを期待しま

す。 

 スマートフォン等の機器は、これから先、児童・生徒にとって生活上ますます身近なも

のになると思われます。保護者とよく連携しながら、機器のメリット・デメリットをよく

理解し、正しい情報を見極める力を養い、情報に踊らされない心構えを持つことを、ぜひ

とも身につけさせていただきたいと思います。 

［学校給食を通しての食育の充実］ 

 家庭との連携を大切にした「食育だより」の配布など、学校給食の充実だけにとどまら

ない積極的な取り組みが評価できます。「全国学校給食甲子園」での特別賞受賞は、今ま

での新見市の地産地消の取り組みの充実がもたらした大きな成果だと感じます。関係者の

活動の大きな励みにもなったことと思います。 

［就学前教育の充実］ 

 保・幼から小へスムースにつながる接続カリキュラムづくりを計画し、研修等にも積極

的に取り組まれていることは、評価できます。今後も取り組み結果を検証しながら、改善

を図っていただきたいと思います。 

［開かれた学校づくりと地域との連携］ 

 コミュニティー・スクールを全小・中学校に導入し、学校運営に活かせるようになっ

たことはよい成果だと感じます。この制度を一般市民にも広く周知し、地域や保護者から

の一層の理解・協力が得られるよう努力されることを期待します。 

 

【生涯学習の推進】 

［生涯学習の振興］［社会教育の充実］［人権教育の推進］では、各項目とも充実した取

り組みの状況が確認できます。まだまだ「学習」＝学校でというイメージが根強い中、今

後も、各種の講演や講座、図書館を活用しての読書活動の実施など、市民の学習意欲を喚

起するため、多岐にわたって施策が実施できるよう期待しています。 

 可能であれば、講演や講座などを市中心部以外の施設でも実施できる割合が少しでも増

えれば、周辺住民の参加率増加、生涯学習への意識向上も期待できるのではないでしょう

か。 

 

【生涯スポーツ・レクリエーションの推進】 

［生涯スポーツ・レクリエーション活動の振興］［スポーツの拠点づくり］［各種スポー

ツ活動との連携推進］［スポーツ施設の有効利用］では、様々な大会の運営、大会への参

加促進、指導者の育成や確保等に努力されている様子がうかがえます。特に「ソフトボー

ルのまち新見市」のイメージづくりのために、地域応援団を取り入れて全日本中学校ソフ

トボール大会を盛り上げる工夫は、公民館活動の一環としても定着してきているように感

じます。参加者の確保等にもご苦労があると思いますが、今後さらに充実されることを期

待します。 

 スポーツ施設について、限られた予算の中で順次改修等が進んでいることは評価できま
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す。より安心・安全で快適な環境で市民がスポーツを楽しめるよう整備されることを期待

しています。 

 ２０２０年のオリンピック・パラリンピック東京大会開催に向けて、ソフトボールで実

施されているように、著名な選手を招聘しての講演やイベントの実施など、気運が盛り上

がるような活動が今後も継続できれば、市民のスポーツへの関心はより高まっていくので

はないかと期待しています。 

 

【芸術・文化の振興と文化財の保護・保存】 

［芸術・文化活動の振興］ 

 芸術の鑑賞のみでなく、市民が参加できる文化活動を工夫されていることが評価できる

と思います。 

 新見美術館では、幅広いジャンルの特色ある企画展が開催されている点が素晴らしいと

思います。引き続き市外へも積極的に広報をしていただくなど来館者増加にも努めていた

だきたいと思います。 

［文化財の保護・活用・普及活動］ 

 市内には立派な図書館・美術館がありますが、規模の大きな博物館・資料館的なものが

なく、文化財の保管、展示などには苦慮されていることと思います。今後可能であれば市

民が郷土の歴史や文化を理解できる場所の確保ができればよいと思います。新見市公共施

設機能再配置計画の中でも検討されているると思いますが、あらためて考えてみられては

いかがでしょうか。 

 「新見市の文化財」の冊子についても、もう少し広く紹介できればよいと感じます。 

 

 以上、私見を述べさせていただきました。多岐にわたる施策を、こまめに工夫・改善し

ながら実施し、適正な評価をされておりました。真摯に取り組まれておられる姿勢に敬意

を表します。 



新見市教育委員会の機構（平成２９年４月１日現在）
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